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第1章 調査，検討の考え方 
1.1 基本的な考え方 

特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律（以下，最終処分法という。）に定められた要件への適

合性の確認と同様に，技術的な観点からの検討について，原子力発電環境整備機構が 2020年に公表

した「北海道寿都郡寿都町 文献調査計画書」（以下，文献調査計画書という。）および経済産業省

資源エネルギー庁（2023）の「文献調査段階の評価の考え方」（以下，「文献調査段階の評価の考え

方」という。）に基づき，放射性物質の閉じ込め機能，地下施設の建設可能性の検討の観点から，地

下の状況と地質環境特性を取りまとめる。 

本説明書では，最終処分法に定められた要件に照らした評価の基礎情報として必要な文献調査対

象地区である寿都町における地層や岩体，断層などの分布といった地下の状況に関する情報の収集・

抽出・整理を行う。また，地層処分への適性の観点からの地質環境特性については，「技術的観点か

らの検討のうち地質環境特性に関する説明書」で行う。 

 

1.1.1 文献調査計画書 

文献調査計画書では，「6 文献・データに基づく評価」において，以下のとおり示されている。 

 

文献調査では、最終処分法に定める文献調査で評価する要件を満足せず、明らかに適切でない

場所を除外する作業を中心に、概要調査地区の候補を検討します。 

さらに、技術的な観点、経済社会的な観点からの検討も実施します。例えば、上記の評価の過

程で文献調査対象地区の地層や岩体、断層などの分布といった地下の状況について整理し、どの

地層がより好ましいと考えられるかなどの検討や、土地の利用制限などの検討を実施します。 

 

また，文献調査対象地区およびその周辺の地質・地質構造の評価に用いる文献・データとして，

5 万分の 1地質図幅および同説明書，20 万分の 1地質図幅などが示されている。 

 

1.1.2 「文献調査段階の評価の考え方」 

「文献調査段階の評価の考え方」では，「技術的観点からの検討の考え方」において，以下のとお

り示されている。 

 

④ このような観点から、地層や岩体、断層等の分布といった地下の状況、地層処分への適性の観

点からの地質環境特性を取りまとめ、地下施設設置場所としてのおおよその適性を把握する。検

討の目的から、最終処分を行おうとする地層だけでなく上部を含めた周辺の地層も評価の対象と

し、閉じ込め機能に関する特性についてはその継続期間も考慮する。 

 

また，「地層や岩体，断層等の分布といった地下の状況のとりまとめ」について，以下のとおり示

されている。 

 

文献調査対象地区の地質・地質構造について、地表地質図・主要な断面における地質断面図・

地質層序表・地史のような図表及びその説明書を作成する。その際には、収集した文献・データ
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第2章 文献・データの収集・情報の抽出 
2.1 収集対象範囲 

文献調査対象地区は，寿都町全域および海岸線から 15 km 程度以内の大陸棚の範囲（図 2.1-1）で

ある。 

文献調査対象地区の地形，地質・地質構造を取りまとめるうえでは，一連の堆積過程を理解し，

周辺地域の褶曲構造や断層などを含めて理解することが好ましいことから，文献調査対象地区周辺

の地形や分布する地質の情報に基づき収集対象範囲を設定した。 

文献調査対象地区および周辺の陸域には，主に新第三紀中新世以降に海底で堆積した火山岩類や

堆積岩類が広く分布する（詳細は 4.3 参照）。これらは新第三紀以降に現在の黒松内低地帯周辺に形

成されたと考えられる堆積盆を埋積した地層であり，これらを規制する地質構造の方向は文献調査

対象地区から概ね南方へ連続している。以上のことを踏まえて，堆積盆の広がりとこれを埋積した

新第三系最下位層（マス川層）が分布する地域を含む範囲を陸域の収集対象範囲とした（図 2.1-2）。 

海域については，文献調査対象地区陸域前面付近の大陸棚を包含する，文献調査対象地区の海岸

線から約 15km の範囲とした。 

 

 

図 2.1-1 沿岸部における地下施設設置のイメージ 

（沿岸海底下等における地層処分の技術的課題に関する研究会，2016） 
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図 2.1-2 収集対象範囲 

ベースマップは地理院タイルの陰影起伏図に基づく。高度段彩は国土地理院数値標高データに基づき作成。海

岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省）に，寿都町の行政界は「国土数値情報（行政区域デー

タ）」（国土交通省）に基づく。  
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2.2 収集・抽出の観点 

2.1 に示した収集対象範囲に分布する地層・岩体の岩相，年代情報および地質構造などに関する文

献・データや，ネオテクトニクス，文献調査対象地区およびその前面の沿岸域における地形に関す

る文献・データを収集し，情報を抽出した。 

文献調査対象地区およびその周辺地域の地形，地質・地質構造に関連した公的機関公表資料や学

会誌，一般書籍，北海道電力泊発電所関連資料などの文献・データを収集した。 

収集対象とした公的機関は，産業技術総合研究所地質調査総合センター，国土交通省北海道局，

北海道立総合研究機構産業技術環境研究本部エネルギー・環境・地質研究所，海上保安庁海洋情報

部，国土地理院，防災科学研究所，新エネルギー総合開発機構および各自治体などである。  

 

2.3 抽出結果 

2.1 および 2.2 に基づいて収集し，情報を抽出した文献・データを「添付資料A 情報を抽出した

文献・データのリスト」にまとめた。 

また，本説明書において引用している文献・データは「引用文献」として示した。この「引用文

献」には，一般的な教科書類などの文献・データも含まれる。なお，「情報を抽出した文献・データ

のリスト」においては 1 件としている文献・データを，引用箇所を明確にするためにいくつかに分

けて扱っている場合もある（例えば，原子力規制委員会審査会合資料）。一方，収集・抽出の観点に

は該当するがその内容について本調査との関連性が小さい場合または情報が重複する（例えば，旧

版・最新版，引用・被引用文献など）場合など，情報を抽出したリストに示した文献・データでも

引用していないものがある。  
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第3章 地質・地質構造に係る既存情報の概要および取りまとめの考え方 
本調査では地質図および推定地質断面図を作成することから，地質・地質構造については，既存

の文献・データから得られる情報の概要およびその取りまとめの考え方を陸域および海域のそれぞ

れで整理する。 

 

3.1 地質・地質構造に係る既存情報の概要 

3.1.1 陸域 

「日本の地質図史」（加藤ほか編，2011）によると，明治 9 年（1876年）に 200 万分の 1「日本蝦

夷地質要略之図」（Lyman et al., 1876）が作成され，これがわが国最初の広域地質図となった。 

長尾・佐々（1933a，1933b，1934a，1934b）は，黒松内地方の地質図と地質層序を示し，下位よ

り訓縫統，八雲統，黒松内統，ガロ川噴出物層および瀬棚統に区分した。さらに，黒松内付近を南

北に通じる凹地帯を黒松内低地帯と呼んだ。 

北海道立地下資源調査所および地質調査所は，地表地質調査を行い，2.1 で示した収集対象範囲に

ついて以下の 5万分の 1 地質図幅および説明書を発行した。 

・ 山岸ほか（1976）島古丹，北海道立地下資源調査所 

・ 山岸（1984）歌棄，北海道立地下資源調査所 

・ 久保ほか（1983）長万部，地質調査所（久保ほか（1988）で，地質層序および地質図の一部

を改訂。） 

・ 石田（1983）国縫，地質調査所 

・ 鈴木ほか（1981）寿都，北海道立地下資源調査所 

・ 黒沢ほか（1993）大平山，北海道立地下資源調査所 

加えて，長万部町，今金町および島牧村は，町村内の地質・地質構造を整理し，以下の 5 万分の

1 地質図および説明書を発行した。 

・ 鈴木ほか（1967）長万部町の地質，長万部町 

・ 岡・三谷（1981）今金町の地質，今金町 

・ 山岸・和氣（1995）島牧村の地質と資源・環境，島牧村 

地質調査所は，西南北海道地域の 20万分の 1地質図幅「岩内」（対馬，1968），「岩内」第 2版（石

田ほか，1991）および「室蘭」（石田ほか，1983）を発行した。 

以下では，既存情報を，まず概ね幌別山地，寿都半島，黒松内低地帯および今金の地域ごとに整

理し，その後全体論，ボーリング調査結果などについて整理する。 

池谷・林（1982）は，幌別山地周辺および黒松内低地帯の地質層序に関する従来の各種の見解を

整理したうえで，独自の調査結果に基づいて各地層および地質構造を詳細に記載するとともに，地

層区分や各構造線などを再定義した。 

岡村（1984）は，寿都半島の新第三系地質層序に関して月越火砕岩層を定義し，同層は寿都湾の

東側地域にも分布すること，および寿都湾周辺に多数認められる岩脈の性状・分布から，月越火砕

岩層が寿都湾を中心とする噴火によってもたらされたものとした。その後，岡村（1986a）は，寿都

半島に分布する新第三紀火山岩類について岩石記載や全岩化学組成分析などを実施し，岩石学的特

徴から 2つの岩群に区分されるなどとした。また，岡村（1986b）は，西南北海道の新第三紀火山岩
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類の岩石化学的性質について検討し，さらに同地域の第四紀火山岩類と比較し，新第三紀以降の火

山岩類の化学組成の時間変遷とその成因について考察した。 

道南グリーン・タフ団体研究グループ（1984）は，島牧地域に分布する新第三系の地質・地質構

造について整理した。 

北海道電力（2015）は，弁慶岬西方地域，黒松内低地帯地域および尻別川地域の地質・地質構造

について整理した。 

高橋ほか（1990）は，狩場山地東部長万部地域に分布する地層の整理を行った。 

椿原（1991）は，黒松内低地帯にみられる褶曲軸や断層はほぼ南北に延びることから，これらは

広域的な東西水平圧縮力に起因すると考えた。 

鴈澤（1992）は，島牧および長万部地域を含む西南北海道の新第三系層序を整理し，併わせて前

期中新世以降の古地理図を作成した。 

池谷・林（1982），椿原ほか（1989）および能條ほか（1999）は，化石層序や岩相区分などを整理

して，黒松内地域に分布する本説明書のガロ川噴出物層および黒松内層に相当すると考えられる地

層とこれより上位の地質層序についての見解を示した。 

能條・鈴木（1999）は，黒松内低地帯に分布する瀬棚層の貝殻密集層の軟体動物化石と有孔虫化

石の複合解析を行って，堆積過程の復元を行った。 

Goto, et al. (2018)は洞爺火砕流堆積物の調査を行い，黒松内町熱郛で厚さ 10 m 以上の火砕流堆積

物を確認した。 

Sawada (1962)，橋本ほか（1963）および池谷・植松（1968）は，国縫川および後志利別川流域の

地質・地質構造および地質層序について整理した。能條ほか（1994a），能條ほか（1994b）および能

條ほか（1996）は，今金地域の後志利別川流域に分布する黒松内層および瀬棚層の K–Ar 年代測定

を含む岩相層序を整理した。 

八幡（1989）は，西南北海道北部の地質区および堆積盆地に関する知見を整理した。 

石田・秦（1989）は，既存の研究成果をもとに渡島半島地域の各堆積区における第三系の概要と

地質構造発達史を取りまとめた。 

嵯峨山（2000）は，珪藻生層序と放射性年代値などを用いて北海道における新第三系の層序の検

討・対比を行うとともに，堆積物の層相によって海水準変動を復元した。 

日本地質学会編（2010）は，北海道地方の地質・地質構造について取りまとめた。 

寿都町中央部の丸山丘陵北側では，深度 1,101 m の温泉ボーリング調査が実施されている（高見

ほか，2008；藤本ほか編，2004）。 

黒松内町中央部の黒松内背斜軸部付近では，深度 3,310 m の基礎試錐調査（石油技術協会，1993）

と深度 1,304 m の温泉ボーリング調査（高見ほか，2008；藤本ほか編，2004）が実施されている。 

尻別川および朱太川河口付近と丸山丘陵東方（白炭断層付近）では反射法地震探査が実施されて

いる（北海道電力，2015）。 

 

3.1.2 海域 

海上保安庁水路部（1995，1979a）は，文献調査対象地区海域を含む海域の地質調査（音波探査，

底質調査）などを実施し，当該海域の海底地質構造図を作成した。 

嵯峨山ほか（2000）は，渡島半島日本海側海域の地形・底質調査を実施し地質・底質図を作成し

た。 
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片山ほか（2012）は，積丹半島北部から西岸，尻別川に至る日本海側海域の表層堆積物の採取お

よび粒度分析や音波探査などを実施し表層堆積図を作成した。 

北海道電力（2015）は，渡島半島日本海側海域に対して海上音波探査などの海域地質調査を実施

して地質・地質構造の整理を行った。このなかで，地質層序をⅠ～Ⅷ層に区分し地質年代と対比し

た。なお，北海道電力（2016）において海域層序の一部が改訂されている。 

岡村・佐藤（2023）は，1995 年～1999年に実施されたGH95 航海，GH96 航海およびGH99 航海

の海上音波探査結果などに基づき，積丹半島付近の海底地質図を作成した。 

 

3.2 地質・地質構造の取りまとめの考え方 

本調査では，2.1 で収集・抽出した情報に基づき，文献調査対象地区および周辺地域の地質・地質

構造について，地表地質図，主要な断面における地質断面図，地質層序表を作成するため，陸域お

よび海域それぞれにおける地質・地質構造の取りまとめの考え方について述べる。なお，「文献調査

段階の評価の考え方」に記載のとおり，「既往の文献・データから得られる情報には限界がある」こ

と，「作成できるものに限界がある」こと，および「不確実性が残る」ことに留意する必要がある。 

また，本調査での取りまとめに際して，以下に記載するような用語や時代の統一の対応を行って

いる。 

・ 現在使用されていない地質用語については，現在使用されている用語に読み換える（例えば，

「石英安山岩」を「デイサイト」とする，「累層」を「層」とする，鉱物名として廃止されて

いる「紫蘇輝石」を「直方（斜方）輝石（以下，直方輝石）」とする，半深成岩に対し使用さ

れてきた「斑岩」を用いない，など）。 

・ 2009 年に国際地質科学連合（IUGS）によって，それまで約 181 万年前とされていた第四紀

の始まりが変更されたことにより，本調査では，第四紀の始まりを約 258 万年前（「文献調査

段階の評価の考え方」より）とする。これ以前に発行された文献・データについては，第四

紀の始まりを約 181 万年前とみなし，鮮新世の一部が第四紀に含まれるものとする。 

 

3.2.1 陸域 

（1）地質図 

陸域の地質図の作成に当たって収集し，情報を抽出した文献は以下の文献①～⑪である。 

① 山岸ほか（1976）5万分の 1 地質図幅「島古丹」および説明書 

② 山岸（1984）5 万分の 1地質図幅「歌棄」および説明書 

③ 久保ほか（1983）長万部地域の地質 

（久保ほか（1988）により，地質層序および地質図の一部を改訂。） 

④ 石田（1983）国縫地域の地質 

⑤ 鈴木ほか（1981）5万分の 1 地質図幅「寿都」および説明書 

⑥ 黒沢ほか（1993）5万分の 1 地質図幅「大平山」および説明書 

⑦ 鈴木ほか（1967）長万部町の地質，長万部町 

⑧ 岡・三谷（1981）今金町の地質，今金町 

⑨ 山岸・和氣（1995）島牧村の地質と資源・環境，島牧村 
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⑩ 石田ほか（1991）20万分の 1 地質図幅「岩内（第 2 版）」 

⑪ 石田ほか（1983）20万分の 1 地質図幅「室蘭」 

これらのうち，文献①～⑨は 5 万分の 1縮尺，文献⑩，⑪は 20 万分の 1縮尺の地質図である。文

献⑩，⑪での縮尺レベル（20 万分の 1縮尺）では，文献①～⑨に比べると地層や岩相の統合や走向・

傾斜記号の省略などがなされており，本調査での取りまとめにあたり情報量が少ないと考えられる。 

これより，本調査における地質図の作成に当たっては，5万分の 1縮尺とし，5 万分の 1地質図幅

を用いることを基本とする。また，地質図の作成範囲については，文献調査対象地区からの地質・

地質構造の連続性を考慮し，図 3.2-1 に示す範囲とする。図 3.2-1 に示すとおり，この範囲には，5

万分の 1地質図幅の文献①～⑥があるが，5万分の 1 地質図幅が未刊行である南西部の区画（今金）

では，町発行の文献⑦，⑧があることから，これらを用いる。なお，文献⑨については，範囲が文

献⑤，⑥に包含されることから，文献⑤，⑥を優先して用いる。 

地質図の塗分けは文献①～⑧を参考に，寿都層，磯谷層などの地層をさらに岩相ごとに分けて行

うことを基本とする。地層・岩体名および岩相については，文献①～⑧を参照して整理する。なお，

地層・岩体名をさらに細分化している場合（例えば，「寿都層下部」など）や，いくつかの岩相をま

とめて示している場合（例えば，「黒松内層 主に堆積岩類」など）がある。 

地質層序については，文献①～⑧に加え，ほかの文献から得た年代測定値や生層序データなどを

含めて整理する。整理結果は地質層序表に取りまとめる。また，既存文献の地質層序との対比のた

め，層序対比表を作成する。層序対比表の作成に当たっては，各既存文献における地質層序表や模

式柱状図などを参照する。 

貫入岩については，読図および収集・抽出した年代測定値に基づき，地質図の凡例では，貫入す

ると考えられる最も若い地層の上位に記載する。 

断層については，以下のように断層と伏在断層の 2 種類を示す。 

・ 文献②では活断層が示されているが，断層の活動性は別途，「地震・活断層に関する説明書」

（以下，説明書「地震・活断層」という。）にて評価することから，本調査ではこれを活断層

としてではなく，断層として扱う。 

・ 文献②では地質推定断層が，文献④，⑥では推定断層が示されているが，地質図上で地層・

岩体に変位が認められることから，本調査ではこれらを断層として扱う。 

・ 伏在断層については文献③，④，⑧で示されているものを原典のとおり示す。なお，文献①，

②，⑤，⑥，⑦では伏在断層が示されていない。 

褶曲軸については，走向・傾斜および地層・岩体の分布に基づき記載する。 

地質図の作成に当たっては，文献①～⑧間において，地層・岩体や断層に不連続がある。本調査

では，当該の岩相や地形などを踏まえ，それらを編集して作成する。以下に例を示す。 

・ 文献調査対象地区中央部の黒松内低地帯の東西両側には，ほぼ同時代の地層と考えられる寿

都層と磯谷層が分布する。文献⑤では寿都層下部（水冷破砕岩・ピローブレッチャ・火山礫

凝灰岩）が分布するが，その南東方向延長部では文献②において磯谷層（変質安山岩溶岩・

水冷破砕岩）が分布し，さらに低地帯を挟んで寿都町歌棄付近の幌別山地西麓に同層の同岩

相が分布する（図 3.2-2）。地層の連続性や岩相が類似すること，および文献②に磯谷層（変

質安山岩溶岩・水冷破砕岩）が文献⑤の寿都層下部に相当する旨が記載されていることから，
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本調査ではこれらを寿都層下部とする。 

・ 同様に，図 3.2-3 に示す黒松内低地帯西部の黒松内層と永豊層は，それらの分布が既存図幅

間で概ね連続していることと岩相が類似していることから，本調査では一つの地層（黒松内

層）として扱う。 

・ 久保ほか（1988）では，文献③の地質層序および地質図の一部改訂が行われており，その内

容を反映した。この過程で，黒松内岳溶岩をガロ川噴出物層（文献③のガロ川火山岩類に相

当）に変更している。これに伴い，本層が連続し，岩相が類似する文献⑥の黒松内層安山岩

質ハイアロクラスタイト（凝灰角礫岩を伴う）および複輝石安山岩溶岩についても，ガロ川

噴出物層に変更する。 

 

（2）地質断面図 

推定地質断面図の作成に当たっては，上記の地質図などにおける表層地質情報に加え，収集・抽

出したボーリング調査結果や反射法地震探査結果を参照する。この際に，表層地質情報などから相

対的な確度が高い断層を「断層」として，それ以外の断層を「推定断層」として示す。断面位置は，

地形および地質・地質構造を踏まえて設定する。なお，深度方向の情報には限りがあることから，

深度が増すにつれて，不確実性が高まる。  
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図 3.2-1 文献調査対象地区および周辺地域の 5万分の 1地質図 

本図は文献①～⑧の地質図を貼り合わせたものである。黒線は各地質図の境界を，赤枠は本調査での地質図作

成範囲を示す。①山岸ほか（1976），②山岸（1984），③久保ほか（1983），④石田（1983），⑤鈴木ほか（1981），

⑥黒沢ほか（1993），⑦鈴木ほか（1967）および⑧岡・三谷（1981）に各地質図の境界，文献の番号，本調査

での地質図作成範囲，方位および縮尺を加筆。⑦鈴木ほか（1967）および⑧岡・三谷（1981）についてはトリ

ミングを実施。⑦⑧南側の白地部分は⑦⑧において地質分布が示されていない範囲（八雲町）である。
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図 3.2-2 黒松内低地帯北部の 5万分の 1地質図 

黒線は両文献（⑤鈴木ほか（1981）および②山岸（1984））の境界を，赤枠はそれぞれ文献⑤による寿都層

下部（水冷破砕岩・ピローブレッチャ・火山礫凝灰岩）の，文献②による磯谷層（変質安山岩溶岩・水冷破

砕岩）の分布を示す。⑤鈴木ほか（1981）および②山岸（1984）に各地質図の境界，文献の番号，対象地層

の分布，方位および縮尺を加筆。  
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図 3.2-3 黒松内低地帯西方の 5万分の 1地質図 

黒線は各文献（②山岸（1984），③久保ほか（1983），⑤鈴木ほか（1981）および⑥黒沢ほか（1993））の境界

を，赤枠はそれぞれ文献②による永豊層（シルト岩・砂岩およびスコリヤ凝灰岩）の，文献③による黒松内層

（シルト岩部層 シルト岩・砂岩・礫岩および凝灰岩（凝灰角礫岩を伴う））の，文献⑤による永豊層（砂岩・

シルト岩層 砂岩・珪藻質シルト岩）の，文献⑥による黒松内層（シルト岩（砂岩および凝灰岩を伴う））の分

布を示す。②山岸（1984），③久保ほか（1983），⑤鈴木ほか（1981）および⑥黒沢ほか（1993）に各地質図

の境界，文献の番号，対象地層の分布，方位および縮尺を加筆。  
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3.2.2 海域 

海域の地質図の作成に当たって収集し，情報を抽出した文献は以下の⑫～⑰である。 

⑫ 海上保安庁水路部（1995）沿岸の海の基本図（5万分の 1）寿都 

⑬ 海上保安庁水路部（1979a）沿岸の海の基本図（5万分の 1）茂津多岬 

⑭ 嵯峨山ほか（2000）北海道沿岸域の地質・底質環境 —2— 西南北海道海域 

⑮ 片山ほか（2012）積丹半島付近表層堆積図（20万分の 1） 

⑯ 北海道電力（2015）泊発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書（3 号発電用原子炉施設の

変更）および関連審査会合資料（例えば，北海道電力，2013，2016） 

⑰ 岡村・佐藤（2023）積丹半島付近海底地質図（20万分の 1） 

これらのうち，表層を主な対象としている文献⑭，⑮を除いたうち，文献⑫，⑯は収集対象範囲

を概ね包含し，文献⑰は半分程度を包含する。文献⑬は収集対象範囲のごく一部を包含するが，そ

の範囲はより新しい文献⑫にほぼ内包される。 

文献⑯は，文献⑫を参考文献に含み，既存文献1の年代測定値や生層序データを用いた地質年代と

の対比とともに陸域層序との対比が行われている。これらに加えて海上ボーリングや指標テフラを

用いた地質年代との対比が行われており，海上音波探査記録の解釈図など，公表資料が豊富である。 

以上より，海域の地質図・地質断面図・地質層序表の作成に当たっては，主に文献⑯を参照する。

地質図の作成は収集対象範囲を対象とする。地質断面図については，文献⑯における海上音波探査

記録の解釈図を参照し，寿都町前面海域における主要な断面図を作成する。 

さらに，文献⑫，⑰との層序対比表を作成する。地質層序表は層序対比表と合わせて示す。 

 
1 渡辺真人（2000），本山（2000），石塚ほか（2000）など。 
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第4章 地形，地質・地質構造 
第 4 章では，文献調査対象地区および周辺地域について，ネオテクトニクスの概要，地形概説，

地質概説および地質各論を示す。 

 

4.1 ネオテクトニクスの概要 

4.1.1 テクトニック・セッティング 

北海道およびその周辺海域におけるテクトニック・セッティングについてまとめたものを図 

4.1-1 に示す。図 4.1-1 に示されるように，北海道は，東北日本弧と同じくオホーツクプレートに属

し，その東側に太平洋プレートが，西側にアムールプレートが位置する。 

太平洋プレートは，千島海溝と日本海溝においてオホーツクプレートの下に沈み込んでおり，こ

のとき，太平洋プレートは千島海溝から斜めに沈み込むため，それに引きずられる前弧（千島前弧

スリバー）は南西方向に移動し，東北日本弧に衝突したと考えられている（平，2000；木村，2002）。

千島弧と東北日本弧の衝突は，前期中新世に生じたと考えられており（日本地質学会編，2010），千

島弧前弧スリバーの西進は現在に至るまで継続していると考えられている（例えば，多田・木村，

1987；日本地質学会編，2010）。しかし，北海道における後期中新世以降の火山活動の時空変遷から

見ると，千島弧での太平洋プレートの斜め沈み込みの程度は，鮮新世を通じて次第に弱くなってお

り，そのことに呼応して千島前弧スリバーの西進運動が衰えたと考えられている（中川ほか，1999）。 

一方，アムールプレートは，オホーツクプレートと日本海の東縁部において収束する（Wei and Seno, 

1998）。この収束境界は日本海東縁変動帯と呼ばれ，単一のプレート境界断層によって境されるもの

ではなく，場所によって変形の幅が変化する複雑な境界であると推定されている（平，2002）。日本

海東縁変動帯は，日本海拡大時のリフト境界が圧縮境界に転じたものと考えられており，その活動

開始時期については，約 300 万年前と推定されている（平，2002；岡村・加藤，2002）。 
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図 4.1-1 北海道およびその周辺海域におけるテクトニック・セッティング 

日本海東縁変動帯，プレート境界，主要断層の分布については平（2002）を，地質学的歪み集中帯の分布につ

いては岡村（2002）を参照して作成。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省）に，寿都町行

政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

 

4.1.2 北海道南西部におけるテクトニクス 

文献調査対象地区が位置する北海道南西部から日本海東縁変動帯にかけての地形・地質構造は，

南北方向と北西－南東方向のものの組み合わせからなり，東北日本弧の脊梁山脈およびその西方の

北への延長部とみなされている（岡，1997，1999）。この範囲には，東北日本弧から延びる南北性の

逆断層を伴う褶曲帯がいくつも発達する。逆断層は約 300 万年前以降に成長し始めたと考えられる

ことから，断層・褶曲帯は過去約 300 万年間に地殻の短縮歪みが集中した地質学的歪み集中帯を表

すものと考えられている（岡村，2002）。 

北海道南西部における応力情報については，新生代岩脈群の走向分布，新生代鉱脈，地質断層，

活断層の方向とセンス，火山・火口の配列などの地質学データ，地震学データ，三角・三辺測量や

GNSS 観測による測地観測データから得ることができる。地質学データに基づいて広域応力場を推

定した既存文献には，大槻（1989），山岸・渡辺（1986），Watanabe (1991)，渡辺（1986，1993a，1993b），

Watanabe (1995, 2002)が挙げられる。これらの推定結果のうち，渡辺（1993a）によると，文献調査対

象地区が位置する北海道南西部の北部における広域応力場は，6 Ma頃に，最小水平圧縮応力が西北

西－東南東方向の伸張場から，最大水平圧縮応力が西北西～北北西－東南東～南南東方向の圧縮場

に転換したとされる。この 6 Ma 以降の圧縮方向は，後期中新世以降もしくは鮮新世頃以降の北海

道南西部における広域応力場が，最大水平圧縮応力が概ね東西もしくは北西－南東方向の圧縮場に

あると推定した大槻（1989），渡辺（1986），山岸・渡辺（1986）とも整合する。 
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6 Ma 以降の北海道南西部の北部における最大水平圧縮応力の方向について，岩脈および火口の方

向と年代に基づいてより詳しく見ると，それらは時代により変化しており，4.2～4.0 Ma にN55°W，

2.4～2.0 Ma と 1.5 Ma にN70°W，1.2～0 Ma にN33°W，30～6 ka にN25-15°Wであったと推定され

ている（渡辺，1993a）。このような応力方位の変化は，この地域の鉱脈や火山列の方向からも見出

されている（Watanabe, 1991；渡辺，1993b）。こうした変化は，太平洋プレートの最大水平圧縮応力

軸の方向の変化，すなわち，5.8 Ma 以降，N51°Wから反時計回りに回転し，2.6 Ma にはN65°Wに

なり，その後時計回りに回転してN30°Wになった変化に対応して生じたと考えられている（渡辺，

1993a，1993b）。さらにWatanabe (2002)を参照すると，3.6～1.5 Ma頃に太平洋プレートが東北日本

弧へ直交に沈み込み，その収束速度が 15 Ma 以降で最も高くなったこと，1.5 Ma 以降は太平洋プレ

ートが東北日本弧へ斜めに沈み込み，その収束速度が減少したことが読み取れる。東北日本弧に直

交に沈み込む太平洋プレートは，それ自体が北海道南西部を圧縮するように働くだけでなく，千島

前弧スリバーに斜めに沈み込むことで，千島前弧スリバーの西進も強化したと考えられることから，

3.6～1.5 Ma 頃は，北海道南西部における水平圧縮応力が相対的に高まった時期だと考えることがで

きる（Watanabe, 1995, 2002）。 

上述の地質学データに基づいて推定された 6 Ma 以降の広域応力場の推定結果は，地震学データ

に基づく現在の地殻応力の情報，例えば，地震のモーメントテンソル解を用いて推定された三次元

応力パターン（Terakawa and Matsu’ura, 2010）から，北海道南西部では東西～北西－南東方向の圧縮

かつ逆断層型の応力場が卓越していると読み取れること，地震のメカニズム解を用いて推定された

地殻の水平最大主応力（Uchide et al., 2022）から，黒松内低地帯北部では北西－南東方向と読み取れ

ること，とも整合的である。その一方で，測地観測データから把握された地殻水平歪みについて見

ると，北海道南西部では北西－南東方向の圧縮歪み（国土地理院，1997；Iinuma et al., 2005）だけで

なく，観測期間によっては，北西－南東～東西方向の伸長歪みが卓越するようである。例えば，明

治以降の約 100 年間の三角・三辺測量データ（国土地理院，1997；Sagiya et al., 2000）からは，北西

－南東方向の伸長歪みが卓越していることが読み取れ，1997～99 年のGNSS 観測データ（Sagiya et 

al., 2000）からは，東西方向の伸長歪みが卓越していることが読み取れる。鷺谷（2002）は，前者の

原因については 1983 年の日本海中部地震時に伸長歪みが生じた可能性を，後者の原因については

1993 年の北海道南西沖地震の余効変動による影響の可能性を，それぞれ指摘している。 
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4.2 地形概説 

4.2.1 黒松内低地帯とその周辺の地形 

文献調査対象地区は，北海道南西部の中心付近を南北に横切る幅 10～15 km の相対的な凹地，「黒

松内低地帯」の北端部に位置する。黒松内低地帯は，その東側を幌別山地と賀老山山地に，その西

側を狩場山地と月越山脈（寿都半島）によってそれぞれ境され，その南部には第四紀火山である「写

万部山」（西来ほか編，2012）がある（図 4.2-1）。以下では，黒松内低地帯とその周辺に位置する山

地の地形的特徴について述べる。 

 

 
図 4.2-1 北海道南西部，黒松内低地帯とその周辺の地形概要 

黒の一点鎖線は寿都町行政界を，数字は標高（m）をそれぞれ示す。ベースマップは地理院タイルの陰影起伏

図に基づく。高度段彩は国土地理院数値標高データに基づき作成。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」

（国土交通省）に，寿都町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。 

 

4.2.2 黒松内低地帯 

黒松内低地帯は，鮮新世から前期更新世にかけての堆積盆の名残りであり，第四紀に隆起傾向に

ある低地帯の中軸が，河川による侵食を受けた結果，形成された地域であると考えられている（奥

村，2003）。そのため，低地帯と名付けられているが，その地形は起伏に富む。 

この低地帯では，南北性の活褶曲の発達がみられる。低地帯の中軸部では，丸山丘陵，チョポシ

ナイ丘陵，黒松内丘陵が形成され，逆断層により地形面に変形が生じている（例えば，活断層研究
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会編，1991；池田ほか，2002；奥村，2003；今泉ほか，2018）。 

黒松内低地帯を流下する河川は，日本海（寿都湾）に向かって流れる河川水系（例えば，朱太川，

熱郛川，歌才川）と太平洋（内浦湾（噴火湾））に向かって流れる河川水系（例えば，知来川，長万

部川）に分かれる。両水系の分水界は，現在，低地帯中央部の蕨岱付近に形成された谷中分水界に

置かれるが（図 4.2-1），蕨岱周辺の河成段丘の分布状況から，最終氷期には，知来川は，この谷中

分水界を越えて日本海に向かって流れていたと考えられている（奥村，2003）。 

黒松内低地帯において日本海に向かって流れる河川は，その中～下流部で文献調査対象地区を流

下する朱太川に合流する。 

 

4.2.3 黒松内低地帯周辺の山地 

月越山脈と狩場山地は，共に黒松内低地帯の西縁をなす山地である（図 4.2-1）。月越山脈は，日

本海に向かって突き出す寿都半島を形成する山地であり，その最高標高は母衣月山の 504 mである。

一方，狩場山地は，西から順に第四紀火山である「狩場山」（西来ほか編，2012；最高標高は狩場山

の 1,520 m），標高 1,191 m の太平山に代表されるような主稜部の標高が 1,000 m を超える山地，そ

の東側に付け加えられたように分布する一段低い山地（例えば，標高 740 m の黒松内岳，標高 569 

m の二股山）から構成される山塊である。地質図（付図 1 および図 4.3-1）との比較によると，この

標高の違いは山地を構成する地質の違いに対応しているようであり，高い方の山地は，中生代の地

層とそれらを貫く花崗岩類からなり，低い方の山地は主に新第三紀の堆積岩類・火山岩類からなる。

なお，国土庁土地局（1975）や小疇ほか編（2003）では月越山脈を狩場山地に含めているが，本調

査では，（1）月越山脈の方が全体的に低い山地であること，（2）山地を刻む開析谷の発達度合いに

起因する山体斜面のテキスチャー（きめ）の違い，すなわち狩場山地が深い谷に密に刻まれた山地

である一方で月越山脈は小起伏面が広く発達する山地であり，開析谷の密度も低い山地であること，

から両者を区別して扱うこととした。 

幌別山地と賀老山山地は，共に黒松内低地帯の東縁をなす山地である（図 4.2-1）。幌別山地は，

南北方向の長軸をもつ楕円形の平面形態をもつ山地であり，その最高峰は標高 892 m の幌別岳であ

る。一方，賀老山山地は，頂角が北東方向に向いた二等辺三角形の平面形態をもつ山地であり，そ

の最高峰は標高 842 mの幌内山である。また，賀老山山地，幌別山地，ニセコ・雷電火山群に境さ

れた場には，正三角形の平面形態をとる盆地状の低地が形成されている。この盆地状低地の中の尻

別川沿いに形成された低地が，尻別川低地である。 

写万部山は，写万部山火山岩類（久保ほか，1983）からなる火山体である（西来ほか編，2012）。

その最高峰は，標高 499 m の写万部山である。 

 

4.2.4 文献調査対象地区陸域の地形 

文献調査対象地区は，黒松内低地帯の北端部に位置する。文献調査対象地区を構成する主な地形

は，寿都湾の湾頭部に広がる寿都低地とその南側に位置する丸山丘陵，寿都低地の西側と東側に位

置する月越山脈と幌別山地である（図 4.2-1）。 

寿都低地は，朱太川の河口に形成された沖積低地である。海岸線に沿って標高 6～11 m の砂丘・

海岸州が発達し，朱太川には西向きの顕著な河口偏倚が認められる。寿都低地の周縁部は，月越山

脈と幌別山地の山麓に発達する開析扇状地または 1～2 段の海成段丘によって限られ，その南端は

丸山丘陵によって限られる（詳細は，「隆起・侵食に関する説明書」（以下，説明書「隆起・侵食」
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という。）参照）。丸山丘陵は，南北方向に延びる長さ 4 km 程度の紡錘状の高まりであり，その最高

標高は 218 mである。山岸（1984）には，その頂部に黒松内背斜の背斜軸が示され，今泉ほか編（2018）

には，その東端に沿って流下する朱太川沿いに活断層が示されている。 

月越山脈は，寿都半島を形成する山地であり，その形態的特徴として，（1）東側斜面が西側斜面

よりも急傾斜な非対称山稜であること，（2）主稜線部から西側斜面にかけて比較的広く小起伏面が

発達すること，が挙げられる。海岸部には，波食棚・離水波食棚（ベンチ）と海成段丘が発達する

（例えば，小池・町田編，2001；詳細は，説明書「隆起・侵食」参照）。 

幌別山地は，寿都低地と尻別川低地の間に位置する山地である。この山地に属する幌別岳の標高

892 m が文献調査対象地区における最高標高点となる。海岸部には，波食棚・離水波食棚（ベンチ），

海成段丘が発達し（例えば，小池・町田編，2001），海岸部を除いた山麓部には，開析扇状地が発達

する。開析扇状地の中には断層運動により変形したものも報告されている（例えば，山岸，1986；

吾妻ほか，2003；詳細は，説明書「地震・活断層」参照）。 

 

4.2.5 文献調査対象地区海域とその周辺海域の地形 

本調査では，大陸棚の広がりを規定する大陸棚外縁を八島ほか（1982）と吉川（1997）の考えに

ならい，大洋底に向かって下る顕著な遷急部のうち，最も海側に連なるものと定義する。そのよう

に定義した大陸棚外縁を書き入れた海底地形の概観図を図 4.2-2 に示す。以下では，図 4.2-2 に基

づいて，狩場山北岸から岩内までの区間における沿岸海域にみられる海底地形の特徴を中心に述べ

る。 

狩場山北岸から岩内までの区間における沿岸海域の海底地形のうち，大陸棚外縁以深の特徴は，

南北～北西－南東方向に延びる堆・海脚と小海盆，大陸棚外縁から発する海底谷である。前者の堆・

海脚には，岩内堆からその南方に位置する大陸棚外縁付近まで追跡できる尾根状の高まり，寿都海

脚，神恵内堆と寿都海脚の間に発達する尾根状の高まり（岩内－寿都堆と仮称）が相当し，小海盆

には，岩内堆と岩内－寿都堆の間に発達する紡錘状の平面形態をとる相対的凹地が相当する。これ

らの地形のうち，岩内堆とその南方に続く尾根状の高まりは，活背斜と考えられる（北海道電力，

2015）。 

大陸棚外縁から発する海底谷には，岩内沖（または尻別川河口沖）の岩内海底谷（仮称），歌島－

本目沖の寿都海底谷，狩場山北岸沖の茂津多海底谷がある。岩内海底谷は，西方向に流下し，岩内

－寿都堆を横断して，岩内堆南方において寿都海底谷と合流する。しかし，合流部付近の海底は，

それよりも上流と比較して水深がやや浅いことから，寿都海底谷との合流部分の流路はすでに放棄

されている可能性も指摘されている（片山ほか，2012）。寿都海底谷と茂津多海底谷は，共に後志舟

状海盆（水深 3,200～3,300 m；日本の地質「北海道地方」編集委員会編，1990）に向かって流下す

る。 

次に，狩場山北岸から岩内までの区間に発達する大陸棚の特徴について述べる。この区間に発達

する大陸棚の幅は 5～10 km 程度である。大陸棚上には，地形的な高まりが 2ヵ所で認められる。幌

別山地北端の尻別岬から北西方向に延びる幅 1～2 km の尾根状地形，寿都半島東部の寿都から北東

方向に延びる逆L字状の幅 1～2 km の尾根状地形が，そうした高まりに相当する。これらの地形的

な高まりのうち，尻別岬から北西方向に延びるものは，活断層として認識されている尻別川断層（例

えば，活断層研究会編，1991；今泉ほか，2018）の海域延長部に位置する（詳細は，説明書「地震・

活断層」参照）。 
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大陸棚外縁の平面形態は，直線または弧状の一様な形状ではなく，場所によって半島状，湾入状

もしくはジグザグ状の不定形な形状を示す。例えば，寿都海脚や岩内堆南方の南延長部が位置する

場では，大陸棚外縁が半島状に北に向かって突き出す。また，海底谷または海底地すべりの滑落崖

と考えられる地形（詳細は，説明書「隆起・侵食」参照）が大陸棚を開析している場では，大陸棚

外縁の平面形態は湾入状またはジグザグ状である。そのような場は，寿都半島以西の狩場山地北岸

までの大陸棚外縁に多くみられる。 

大陸棚外縁の水深は，概ね 120～150 m であるが，大陸棚外縁の平面形態が不定形な形状を示す

場においては，その限りではない。例えば，海底谷または海底地すべりの滑落崖と考えられる地形

が大陸棚を開析する場では，大陸棚外縁の水深は浅くなる。大陸棚外縁の水深が最も浅くなるのが，

寿都海底谷の谷頭部が大陸棚を開析している場であり，その水深は 40 m 程度である。 

 

 
図 4.2-2 文献調査対象地区とその周辺の海底地形の概要 

アジア航測：赤色立体地図，陸域には国土地理院数値標高データを使用，海域には日本水路協会発行 M7000

シリーズを使用（（一財）日本水路協会承認第 2021006 号）。黒の一点鎖線は，寿都町行政界を，数字は水深

（m）をそれぞれ示す。等深線は，水深 200 m以浅で 40 m間隔，水深 200 m以深で500 m間隔となる。海

岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省）に，寿都町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」

（国土交通省）に基づく。  
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4.3 陸域の地質概説および地質各論 

文献調査対象地区および周辺地域の地質概説および地質各論を以下に述べる。 

5 万分の 1 縮尺の地質図および推定地質断面図をそれぞれ付図 1 および付図 2 に示す。地質層序

表を表 4.3-1 に示す。層序対比表を表 4.3-2～表 4.3-4 に示す。付図 1 および付図 2 に示した岩相を

地層ごとにまとめて表記するなどした地質図（概略版）および推定地質断面図（概略版）を図 4.3-1

および図 4.3-2 にそれぞれ示す。 

付図 2 および図 4.3-2 の推定地質断面図の作成の結果， 付図 1 および図 4.3-1 の地質図に対応し

ない伏在断層が一部生じている。 

 

4.3.1 陸域の地質概説 

本地域では，概ね北西－南東～南北方向に地層が分布し，本地域中央部の黒松内低地帯もほぼ南

北方向に延びる傾向がみられる。これらを考慮して，月越山脈・黒松内岳周辺（狩場山地東部），黒

松内低地帯，幌別山地および尻別川流域の地質層序を整理した（表 4.3-1）。 

月越山脈・黒松内岳周辺では，主に堆積岩類からなる中生代付加体（泊川コンプレックス）とこ

れに貫入する珪長質深成岩体（貫入岩 I および貫入岩 II（詳細は，4.3.2(6)参照）），これらを覆う新

第三紀以降の堆積物などが分布する。なお，泊川コンプレックスは渡島帯の一部である。これの周

囲に分布する新生界は，下位からマス川層，訓縫層，大平川層，八雲層，寿都層，永豊層，黒松内

層，デイサイト溶岩，ガロ川噴出物層，瀬棚層とこれより若い下部～中部更新統および完新統であ

る。凝灰角礫岩などからなるマス川層は，泊川コンプレックスと貫入岩 I を不整合に覆って分布す

る。安山岩火山角礫岩や凝灰質砂岩を主体とする訓縫層と凝灰岩などを主体とする大平川層は，泊

川コンプレックス周辺に分布する。主に安山岩ハイアロクラスタイトおよび硬質頁岩からなる寿都

層は，寿都半島に分布する。主に硬質頁岩からなる八雲層，変質安山岩火砕岩とシルト岩などから

なる黒松内層および安山岩火山円礫岩と同火山角礫岩などからなるガロ川噴出物層は，本地域東部

に南北方向にわたって分布する。安山岩ハイアロクラスタイトおよび砂岩などからなる永豊層，お

よびデイサイト溶岩は，寿都半島およびその西方に分布する。礫岩や砂岩などからなる瀬棚層は山

麓部や寿都半島南西に堆積している。寿都半島北部では，貫入岩 VI が寿都層に貫入する。これら

は，概ね北西－南東～南北方向の軸を持つ褶曲構造や断層に規制されて分布する。 

黒松内低地帯は，朱太川河口域から長万部川河口域に至る。本低地帯付近では，下位から寿都層，

磯谷層，黒松内層，瀬棚層，中ノ沢川層および知来川層とこれより若い地層が分布する。寿都層は

寿都湾付近に分布する。安山岩ハイアロクラスタイトおよびシルト岩などからなる磯谷層は本低地

帯北部の丸山丘陵付近に分布し，黒松内層は本低地帯中央部の黒松内背斜軸部および豊幌背斜軸部

などに分布する。瀬棚層は本低地帯中央から南部にかけて，共に砂などからなる中ノ沢川層および

知来川層は本低地帯中央部などに分布する。これらは，概ね北北西－南南東～南北方向の断層や褶

曲構造に規制されて分布する。本低地帯南部では安山岩溶岩などからなる写万部山火山岩類が分布

する。 

幌別山地および尻別川流域付近では，下位からチョポシナイ川層，寿都層，磯谷層，瀬棚層，磯

谷溶岩，雷電岬火山角礫岩層とこれより若い地層が分布する。主に流紋岩ハイアロクラスタイトか

らなるチョポシナイ川層は幌別山地南部に分布する。寿都層は幌別山地西麓に，磯谷層は同山地に

ドーム構造を呈して分布し，両者は断層で接する。瀬棚層は幌別山地東麓から南麓および目名川流

域に堆積している。主に安山岩溶岩からなる磯谷溶岩は，幌別山地北部に分布する。火山円礫岩お
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よびハイアロクラスタイトなどからなる雷電岬火山角礫岩層が，尻別川河口域左岸にみられる。幌

別山地南部では，貫入岩VIII がチョポシナイ川層および磯谷層に貫入し，瀬棚層に覆われる。幌別

山地の東には，主に火山噴出物からなる旧期および新期ニセコ火山群，ニセコアン層，賀老山安山

岩溶岩および静狩火山岩類が，北から分布する。 

本地域では，新第三紀中新世から鮮新世にかけて水中で堆積した火山噴出物が広く分布し，安山

岩からなる地層が支配的であると考えられる（詳細は，4.3.2参照）。 

 

4.3.2 陸域の地質 

（1）中生界 

（i）泊川コンプレックス 

本岩体の内容は，黒沢ほか（1993）の泊川層群を主に参考にして整理した。 

本岩体は，渡島帯に属し，ジュラ紀前後に形成された付加体の一部である（日本地質学会編，2010）

ことから，川村ほか（2000）および日本地質学会編（2010）を参考に，名称は泊川コンプレックス

とし，岩体の区分については付加体の記載方法に基づいた。 

本岩体は，本地質図の西部に分布し，2 つのユニットに区分され，頁岩砂岩互層やチャートを主

体とする金山川ユニットと，頁岩および砂岩，含チャート石灰岩礫凝灰岩，ハイアロクラスタイト

および玄武岩溶岩を主体とするガロ沢川ユニットからなる。マス川層や訓縫層，大平川層に不整合

に覆われ，東縁は八雲層と断層で接する。 

本岩体の年代について，田近ほか（1984）は，本岩体から後期三畳紀のコノドント化石および後

期ジュラ紀～白亜紀初期の放散虫化石などを報告しているが，本調査では日本地質学会編（2010）

を参考にして本岩体が付加した時期をジュラ紀前後としている。 

なお，本コンプレックスは，鈴木ほか（1981）の先第三紀砂岩粘板岩層および石灰岩層，および

久保ほか（1983）の先白亜紀堆積岩類に相当すると考えられる。 

 

（2）新第三系下部中新統～中部中新統 

（i）マス川層 

本層の内容は，黒沢ほか（1993）のマス川層を参考にして整理した。 

本層は，本地質図に分布する新第三系最下部層にあたり，後志利別川沿いおよびその東方，大平

山の南方に分布する。本層は，貫入岩 I を不整合に覆い，上位の訓縫層と大平川層に不整合に覆わ

れる。 

本層は，主に凝灰角礫岩，溶結凝灰岩および凝灰質砂岩からなる。本層に溶結凝灰岩が含まれる

ことと，植物化石が産出されていることから，本層は堆積環境に陸が含まれていたと考えられる。 

本層の年代について，溶結凝灰岩から FT年代 15.1±1.2 Ma および 17.2±1.4 Ma が得られている

ことから，本層の年代は，前期～中期中新世と考えられる。 

 

（ii）チョポシナイ川層 

本層の内容は，山岸（1984）のチョポシナイ川層を主に参考にして整理した。 

本層は，本地質図東部の幌別山地南部付近に分布する。本層の岩相は，流紋岩ハイアロクラスタ

イトおよび同溶岩を主体とし，黒色頁岩や緑色凝灰岩を挟在する。全体の構造は明らかではない。

貫入岩VIII および貫入岩X が本層に貫入している。 
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本層の年代について，年代値は得られていないものの，嵯峨山（2000）において，本層が訓縫層

に含められていることから，本調査では本層の年代を訓縫層の年代に含めている。 

 

（iii）訓縫層 

本層の内容は，久保ほか（1983），石田（1983）および黒沢ほか（1993）の訓縫層を主に参考にし

て整理した。 

本層は，本地質図南部の国縫川，ピリカベツ川および後志利別川流域付近などに分布し，泊川コ

ンプレックス，貫入岩 I およびマス川層を不整合に覆い，紋別川背斜およびベタヌ背斜などの概ね

北北西－南南東方向の軸を持つ褶曲を伴って分布する。国縫川付近では概ね走向が西北西－東南東

方向で北傾斜となる。 

本層の岩相は，凝灰岩や堆積岩類を主体とする部分と火山岩類を主体とする部分からなる。前者

は凝灰質砂岩や凝灰岩を主体とし，泥岩や礫岩を伴う。後者は主に安山岩火山角礫岩，同凝灰角礫

岩および同溶岩を主体とし，凝灰岩や凝灰質砂岩を伴う。後志利別川付近では，貫入岩 I とマス川

層を基底礫岩とその上位の砂岩が覆う。黒松内低地帯中央部で実施された基礎試錐（黒松内）のボ

ーリング調査結果（石油技術協会，1993）では，標高約-3,100 m 以深に本層が確認されている。上

位の八雲層とは整合関係である。本層よりCyclammina spp.などの有孔虫化石の産出が報告されてい

る（石田，1983）ことから，本層は主に海成層と考えられる。 

本層の堆積年代について，今金地域に分布する本層からBlow (1969)のN.8～N.9 帯（16.4～14.8 Ma

（斎藤，1999））に相当する浮遊性有孔虫化石を産出する（高橋ほか，1980）。このこと，および前

述のマス川層の年代より，本層の堆積年代は，中期中新世と考えられる。 

なお，本層は，鈴木ほか（1967）の緑色凝灰岩層に，岡・三谷（1981）および北海道電力（2015）

の訓縫層に相当すると考えられる。 

 

（iv）大平川層 

本層の内容は，鈴木ほか（1981）および黒沢ほか（1993）の大平川層を主に参考にして整理した。 

本層は，本地質図西部の大平山東部に分布し，マス川層および泊川コンプレックスを不整合に覆

う。湯の沢川断層以東では，概ね北西－南東方向の軸を持つ褶曲構造を伴って分布する。 

本層の岩相は，下部は砂岩および礫岩を主体とし，上部は凝灰岩，凝灰角礫岩および凝灰質砂岩

などからなる。大平山北方では，本層基底の礫岩が泊川コンプレックスを不整合に覆い，礫のほと

んどは泊川コンプレックス起源である。本層より Ostera sp.などの貝化石の産出が報告されている

（道南グリーン・タフ団体研究グループ，1984）ことから，本層は主に海成層と考えられる。 

本層の堆積年代について，年代値は得られていないものの，訓縫層と同様に下位のマス川層と不

整合かつ上位の八雲層と整合であることを考慮すると，訓縫層と同年代と考えられる。 

 

（3）新第三系上部中新統～鮮新統 

（i）八雲層 

本層の内容は，鈴木ほか（1981）の折川層および黒沢ほか（1993）の八雲層を主に参考にして整

理した。 

本層は，本地質図北西部から南に向かって国縫川付近までほぼ南北方向に連続し，北西－南東～

北北西－南南東方向の軸を持つ褶曲構造に規制されて分布する。本地質図南部の後志利別川流域に
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も分布し，北北東－南南西方向の軸を持つ向斜構造に規制されて分布する。黒松内低地帯中央部で

実施された基礎試錐（黒松内）のボーリング調査結果（石油技術協会，1993）では，標高約-2,000～

-3,100 m 付近に本層が確認されている。 

本層の岩相は，硬質頁岩および泥岩を主体とし，凝灰岩を挟む。本地質図北西部では安山岩ハイ

アロクラスタイト，同火山角礫岩，同火山円礫岩および流紋岩軽石質凝灰岩などがみられ，黒松内

岳北方では凝灰岩の薄層を挟在する。 

本層の堆積年代について，佐藤（1985）は本層から産出した珪藻化石を小泉（19772，1979）の

Denticulopsis kamtschatica帯の b Subzone（後期中新世），秋葉（1982）3の Thalassionema schraderi 帯

およびD. kamtschatica帯のB Subzone（後期中新世）に対比している。このこと，および本層は訓縫

層と大平川層を整合に覆うことから，本層の堆積年代は，後期中新世と考えられる。 

なお，本層は，鈴木ほか（1967）の硬質頁岩・泥岩層のうち硬質頁岩層に，岡村（1984），山岸（1984）

および北海道電力（2015）の折川層に，岡・三谷（1981），石田（1983），久保ほか（1983），久保ほ

か（1988）および北海道電力（2015）の八雲層に相当すると考えられる。 

 

（ii）寿都層 

本層の内容は，鈴木ほか（1981）の寿都層を主に参考にして整理した。 

本層は，本地質図北西部の月越山脈および幌別山地西麓付近に分布し，概ね西方へ傾斜して分布

する。本層の岩相は，主に安山岩火砕岩からなり，層厚が約 20～100 m程度の硬質頁岩を挟在する。

硬質頁岩は石灰質団塊を含むこともある。岩相と岩質の違いにより上部と下部に区分され，下部は

全般に強い変質を受けた安山岩によって占められており，上部はやや変質した岩相である。下部は，

主に安山岩ハイアロクラスタイト，同枕状角礫岩，同枕状溶岩，同火山礫凝灰岩，変質安山岩溶岩

および火山円礫岩などからなる。特に，ハイアロクラスタイト，枕状角礫岩および枕状溶岩などは，

フィーダー岩脈を伴うことがある。いずれも海底火山噴出物およびそれに伴う二次堆積物である。

上部は，主にスコリア質玄武岩質安山岩凝灰岩および安山岩ハイアロクラスタイトなどからなり，

砂岩やシルト岩の薄層を多数挟在する。厚さ 2～5 m の安山岩および流紋岩の軽石質凝灰岩を数枚

挟在する。岡村（1984）は，寿都湾周辺における岩脈の岩相や分布から，本層などを噴出した寿都

湾を中心とする放射状岩脈群の分布を推定している。 

本層は，寿都鉱床および正荘鉱床の胚胎層である。 

本層と八雲層の層位学的関係について，北海道電力（2015）は，本層に相当すると考えられる二

股層の下位に，八雲層に相当すると考えられる折川層が分布することを確認している。一方，鈴木

ほか（1981）は，以下の理由で，本層と折川層が同時異相の関係であると述べている。 

・ 寿都層は折川層と同様のいわゆる硬質頁岩を挟在している。 

・ 寿都層を構成する火砕岩類の多くは変質安山岩であり，折川層にも同質の火砕岩が含まれて

いる。しかも，折川層下位の大平川層は流紋岩火砕岩である点で大きく異なる。 

・ 寿都層および折川層共に，上位の永豊層と整合関係にある。 

本層と八雲層（折川層）が地下で接すると推定される寿都半島南部でガロ川噴出物層が下位層を

 
2 Koizumi (1977)を指すと考えられるが，ここでは原文のまま記載している。本説明書での引用文献はKoizumi (1977)として

いる。 
3 Akiba (1982)を指すと考えられるが，ここでは原文のまま記載している。本説明書での引用文献はAkiba (1982)としている。 
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覆っているなどの理由から，本層と八雲層の層位学的関係は不明な点が多いが，本調査では，観察

記載内容がより詳細な鈴木ほか（1981）の考え方を参考にして，本層と八雲層を同時異相の関係と

している。 

幌別山地に分布する磯谷層と本層の関係について，幌別山地西麓で寿都層下部が西傾斜の逆断層

によって磯谷層と接していると考えられることと，両層の間に岩相および年代に大きな差がないこ

とから，黒松内低地帯下では寿都層下部を磯谷層が整合に覆い，一部は同時異相の関係にあると推

定される。なお，岡村（1984）や北海道電力（2015）は，磯谷層と本層を同じ地層（それぞれ月越

火砕岩層および二股層）としているなど，両層の地層区分について留意する必要がある。 

本層の年代について，軽石質凝灰岩より FT年代約 5.7 Ma およびK–Ar 年代約 7.4～約 5.6 Ma（北

海道電力，2015）が得られている。泥岩よりNPD7A 帯の上部層準（斎藤（1999）では 7.4-7.3～6.65 

Ma）を示す珪藻化石群集が確認されている（北海道電力，2015）。これらのこと，および本層は八

雲層と同時異相の関係であることから，本層の年代は，後期中新世と考えられる。 

なお，本層は，北海道電力（2015）の二股層の一部（弁慶岬西方地域）に，岡村（1984）の月越

火砕岩層－Ⅰ，月越火砕岩層－Ⅱおよび折川層の一部に相当すると考えられる。 

 

（iii）磯谷層 

本層の内容は，山岸ほか（1976）および山岸（1984）の磯谷層を主に参考にして整理した。 

本層は，本地質図北東部の幌別山地にドーム構造を形成して広く分布し，黒松内低地帯北部の丸

山丘陵にもみられる。輝石安山岩ハイアロクラスタイト，同枕状溶岩，砂岩火山円礫岩互層，火山

円礫岩，軽石質凝灰岩およびシルト岩などからなる。幌別山地中央部に分布する輝石安山岩ハイア

ロクラスタイトは，同フィーダー岩脈を伴い，これらの貫入方向は北東－南西を示すものが多く，

周囲には厚さ数m の枕状溶岩がみられることもある。 

幌別山地北部では，砂岩火山円礫岩互層，火山円礫岩，輝石安山岩ハイアロクラスタイト，同枕

状溶岩，軽石質凝灰岩，シルト岩および硬質頁岩シルト岩互層が分布する。幌別山地北部海岸域に

硬質頁岩シルト岩互層が緩傾斜のドーム構造を形成して分布する。幌別山地南部に分布するチョポ

シナイ川層とは構造的に不整合とされている。 

本層は，潮路鉱床，永泰鉱床および大金鉱床の胚胎層である。 

本層の年代について，全岩K–Ar 年代 8.48±0.43 Ma（広瀬ほか，2000），同 6.6±0.4 Ma および 5.1

±1.1 Ma（新エネルギー総合開発機構，1986）が得られている。また，本層より，以下の生層序区

分帯に属する珪藻化石が産出している。 

・ Koizumi (1985)のNeodenticula4 kamtschatica帯（6.60～5.10 Ma）（Sagayama, 1997） 

・ D. katayamae 帯（斎藤（1999）では，9.16～8.6 Ma）（北海道電力，2015） 

・ Yanagisawa and Akiba (1998)のN. kamtschatica帯 7Ba および 7Bb（6.4～3.9-3.5 Ma）（菅原・嵯

峨山，2022） 

以上より，本層の年代は，後期中新世～鮮新世と考えられる。なお，5 万分の 1 地質図幅（山岸

ほか，1976）に記載されていないことから本地質図には表示していないものの，尻別岬付近におい

て，本層を貫く両輝石安山岩岩脈およびその全岩K–Ar 年代 2.3±0.3 Ma が報告されている（新エネ

 
4 Koizumi (1985)では「Denticulopsis」の表記だが，ここではSagayama (1997)の表記に従っている。Koizumi (1985)出版後の学

名変更を反映しているものと考えられる。 
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ルギー総合開発機構，1987，1986）（詳細は，「噴火に関する説明書」参照）。 

なお，本層は，北海道電力（2015）の二股層の一部（黒松内低地帯地域）および磯谷層に相当す

ると考えられる。 

 

（iv）永豊層 

本層の内容は，鈴木ほか（1981）の永豊層を主に参考にして整理した。 

本層は，本地質図北西部に分布し，寿都半島西岸では下位の寿都層と同様に西へ傾斜して分布す

る。折川下流域とその東方では，東へ傾斜して分布し，大平川と泊川の間では，概ね北東－南西方

向の軸をもつ向斜構造に規制されて分布する。 

本層の岩相は，砂岩・珪藻質シルト岩を主体とするものおよび安山岩火砕岩を主体とするものに

区分される。前者は，折川下流域とその東方，大平川下流域と泊川下流域の間付近に分布する。一

般に，塊状の珪藻質シルト岩が卓越し，火山性砂岩を伴い互層状を呈することもある。また，軽石

を含む凝灰角礫岩やスコリア質凝灰岩などを挟在する。砂岩はその大部分が新鮮な安山岩の粒子か

らなる。 

後者は，寿都半島弁慶岬の西海岸，大平川と泊川の下流域に分布する。寿都層上部から整合漸移

し，ハイアロクラスタイトを主体とし，火山円礫岩やシルト岩を伴っている。鉄サポナイトにより

緑色化した火砕岩が寿都層上部とされ，変質を受けていない部分から上部が永豊層とされている。 

ハイアロクラスタイトは，輝石安山岩のものと普通角閃石安山岩のものがある。輝石安山岩のも

のは弁慶岬から政泊付近まで，普通角閃石安山岩のものはそのより南方で，歌島付近にかけて分布

している。一般に，輝石安山岩のものは，単層の厚さは 10 m 内外で，径十数 cm の角礫と凝灰質の

部分からなっている。ときに径数m 以上のにせピローを含むことがある。斑晶として斜長石・直方

輝石・普通輝石を含み，石基はハイアロピリティック組織を示す。また，基質部は多角形の種々の

ガラス質破片の集合からなり，よりガラス質の破片にはパーライト状の割れ目が形成されている。

普通角閃石安山岩のものは，主に径十数 cm の角礫と凝灰質のマトリクスからなり，ところにより，

数 m 以上の大きさの流理構造の顕著な岩塊を含んでいる。また幅数 m の柱状節理の発達したフィ

ーダー岩脈や塊状溶岩を伴うことがある。 

火山円礫岩は，ハイアロクラスタイト中に不規則な形態で発達する。一般に，径数十 cm の円礫，

亜角礫およびこれらを充填する粗粒砂岩からなる。しばしば，軟泥礫状のシルト岩，あるいは砂岩・

シルト岩のレンズ状体を挟み，乱堆積状の構造を示すことがある。 

本層の層位学的位置については，文献間で違いがある。鈴木ほか（1981）は，本層は寿都層およ

び折川層の上にそれぞれ整合に累重していると述べている。一方，北海道電力（2015）は寿都層に

相当すると考えられる二股層を不整合に覆うと述べている。本調査において地質図（付図 1 および

図 4.3-1）および推定地質断面図（付図 2 および図 4.3-2）を作成した結果，本層は下位の寿都層お

よび八雲層と構造の差がなく調和的であると推定されることから，本調査では，本層を寿都層およ

び八雲層と整合関係としている。なお，本層中のシルト岩は珪藻質で，西南北海道標準層序の黒松

内層と同質である（鈴木ほか，1981）。 

本層の年代について，道南グリーン・タフ団体研究会（1984）は，本層に相当すると考えられる

本目層のデイサイト軽石質凝灰岩からジルコン FT年代 4.7±0.9 Ma を，北海道電力（2015）は，本

層上部の泥岩よりN. Koizumii－N. kamtschatica 帯（斎藤（1999）では 3.95-3.53～2.68-2.61 Ma）に対

比される珪藻化石群集の産出を報告している。これら，および本層は寿都層および八雲層と整合関
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係であることから，本層の年代は後期中新世～鮮新世と考えられる。 

なお，本層は，北海道電力（2015）の永豊層および道南グリーン・タフ団体研究会（1984）の本

目層の一部に相当すると考えられる。本層シルト岩は，岡村（1984）の泥岩を主体とする島牧層に

相当すると考えられる。 

 

（v）デイサイト溶岩 

本岩体の内容は，鈴木ほか（1981）の石英安山岩溶岩を参考にして整理した。なお，現在の岩石

名称に合わせ，本調査では石英安山岩溶岩をデイサイト溶岩と読み替えている。 

本岩体は，本地質図北西部の折川下流域に分布し，縞状の流理面の発達が顕著な灰白色の溶岩か

らなる。鏡下では，普通角閃石および斜長石の斑晶がみられ，短柱状の黒雲母もわずかにみられる。 

本岩体の噴出年代について，年代値は得られていないものの，本岩体が八雲層を直接覆っている

場合や永豊層の上にのっている場合があることから永豊層堆積後期の噴出と推察されている（鈴木

ほか，1981）。これより，本岩体の噴出年代は鮮新世と考えられる。 

 

（4）新第三系鮮新統～第四系下部更新統 

（i）黒松内層 

本層の内容は，久保ほか（1983）および久保ほか（1988）の黒松内層を主に参考にして整理した。 

本層は，本地質図中央付近の黒松内低地帯，後志利別川流域などに分布し，下位の八雲層と整合

関係にある。後志利別川流域では，下位の八雲層と同様に，北北東－南南西方向の軸を持つ向斜構

造に規制されて分布する。黒松内低地帯では，黒松内背斜軸部および豊幌背斜軸部などに分布する。 

本層の岩相は，火山岩類を主体とする部分とシルト岩などの堆積岩類を主体とする部分からなる。

火山岩類を主体とする部分のうち，黒松内岳東部付近では，青緑～緑灰色程度に変質した安山岩が

みられ，主な岩相は溶岩，火山角礫岩，凝灰角礫岩および凝灰岩である。黒松内低地帯では，黒松

内背斜軸部に凝灰角礫岩，火山角礫岩および凝灰質砂岩が分布する。堆積岩類を主体とする部分の

うち，シルト岩は青緑灰～暗緑色の塊状であることが多く，比較的固結度が低く，凝灰質または珪

藻質のものが多い。砂岩と互層する部分を主体とし，凝灰岩および礫岩を伴う。 

本層の年代について，黒松内岳東部付近に分布するものは，黒松内岳周辺の安山岩より全岩K–Ar

年代 7.7±1.7 Ma が得られていること（久保ほか，1988），産出した珪藻化石が秋葉（1979）の

Coscinodiscus marginatus帯（後期中新世後期）に対比されること（高橋ほか，1980），本層を覆うガ

ロ川噴出物層から全岩K–Ar 年代 4.38±0.44 Ma が得られている（久保ほか，1988）こと，および八

雲層と整合関係で接することから，黒松内岳東部付近の本層の年代は後期中新世～鮮新世と考えら

れる。 

また，黒松内低地帯に分布するものは，凝灰岩のFT 年代が約 2.6～約 2.4 Ma（北海道電力，2015）

であること，産出した珪藻化石がKoizumi (1985)のD. seminae var. fossilis 帯（2.50～1.89 Ma）に対比

されること（椿原ほか，1989），および産出した浮遊性有孔虫化石が米谷（1978）の Globigerina 

pachyderma (dext.) / Globorotalia orientalis帯の下部（概ね鮮新世）に対比されること（椿原ほか，1989），

から，黒松内低地帯の本層の年代は鮮新世～前期更新世と考えられる。 

なお，本層は，鈴木ほか（1967）の硬質頁岩・泥岩層のうち凝灰岩・泥岩層に，岡・三谷（1981），

石田（1983）および北海道電力（2015）の黒松内層に，高橋ほか（1990）の土津田川層の一部に相

当すると考えられる。本層は，岩相，地層の連続性，層位学的位置および推定される地質年代から，
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本地質図北西部の寿都半島付近に分布する永豊層と同時異相の関係である可能性が考えられる。 

（ii）ガロ川噴出物層 

本層の内容は，鈴木ほか（1981）のガロ川噴出物層，久保ほか（1983）のガロ川火山岩類と黒松

内岳火山岩類，および久保ほか（1988）のガロ川火山岩類を主に参考にして整理した。 

本層は，本地質図北西部の寿都半島南部および大平川下流域の沿岸部と黒松内低地帯の西側から

黒松内岳付近に至る地域およびその南方に分布する。黒松内岳東方周辺では，黒松内層を覆って分

布し，概ね北北西－南南東方向の軸を持つ褶曲構造を伴う。 

寿都半島南部および大平川下流域の沿岸部に分布する本層は，安山岩火山円礫岩および同火山角

礫岩からなる海底火山噴出物とそれに伴う二次堆積物などからなる。大平川下流域の沿岸部および

寿都半島南部の西側については，二次堆積物が主体である。黒松内岳周辺に分布する本層の岩相は，

安山岩凝灰角礫岩，同ハイアロクラスタイト，同溶岩および同岩脈などからなり，量的には安山岩

凝灰角礫岩が最も多く，同ハイアロクラスタイトがこれに次ぐ。寿都半島南部および大平川下流域

の沿岸部に分布するガロ川噴出物層は，黒松内岳周辺で噴出した海底火山噴出物が再堆積したもの

を主体としている可能性が考えられる。 

長万部川下流域では，主に北北西－南南東方向のフィーダー岩脈が 50本以上確認されている（高

橋ほか，1990）。本層は，下位の八雲層，黒松内層および永豊層を不整合に覆い，瀬棚層に不整合に

覆われる。 

本層の噴出年代について，本層安山岩から全岩K–Ar 年代 4.47±0.45 Ma，4.39±0.16 Ma，および

4.38±0.44 Ma（久保ほか，1988）が得られていることから，本層の噴出年代は鮮新世と考えられる。

寿都半島南部および大平川下流域の沿岸部に分布する本層の堆積年代は，これと同時代またはこれ

より若い可能性が考えられる。 

なお，本層は，道南グリーン・タフ団体研究会（1984）の本目層の一部，高橋ほか（1990）の土

津田川層の一部，北海道電力（2015）の黒松内層の一部に相当すると考えられる。また，高橋ほか

（1990）は，土津田川層は下位の八雲層と整合関係であるとしている。 

 

（iii）静狩火山岩類 

本岩体の内容は，久保ほか（1983）の静狩火山岩類を主に参考にして整理した。 

本岩体は，本地質図南東部の写万部山東麓に分布し，岩相は主にデイサイト火山角礫岩，変質安

山岩溶岩，同岩脈および同火砕岩などからなり，写万部山火山岩類に覆われる。 

本岩体の噴出年代について，全岩K–Ar 年代 3.05±0.18 Ma（広瀬ほか，2000）が得られているこ

と，および本岩体が写万部山火山岩類に覆われることから，本岩体の噴出年代は鮮新世と考えられ

る。 

 

（iv）瀬棚層 

本層の内容は，山岸ほか（1976）および山岸（1984）の尻別川層，鈴木ほか（1981）の歌島層，

久保ほか（1983）および久保ほか（1988）の瀬棚層を主に参考にして整理した。 

本層は，朱太川や尻別川，長万部川，後志利別川などの流域，山地の山麓部や寿都半島南西およ

び内浦湾（噴火湾）付近の海岸部などに分布する。朱太川河口部では，北海道電力（2015）が実施

した反射法地震探査結果によると，沖積堆積物の下位に分布する。本層は，下位のガロ川噴出物層，

永豊層，黒松内層などを不整合に覆う。 
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本層は，主として，礫岩（層），砂岩（層）およびシルト岩（層）などからなるが，地域により異

なった岩相を示す。 

寿都半島南西付近に分布する本層は，葉理の顕著な灰黒～灰黄色の砂層からなり，一部に縞状に

砂質シルトを挟み，貝化石や炭化木片を含むことがある。同半島基部に分布する本層は，主に礫岩

からなりレンズ状に砂岩を挟む。礫岩は，シルト岩・頁岩および安山岩の円礫（径 5～20 cm）を主

とし，亜円礫（径 0.3～2 cm）を含むところもある。 

黒松内低地帯中央部では，黒松内背斜やチョポシナイ向斜などの概ね北北西‐南南東方向の軸を

持つ褶曲構造を伴って分布する。添別川付近では，下位より礫層，灰青色シルトからなり，黒松内

背斜付近や豊幌背斜付近では，下位より斜交葉理を示す灰黄色粗粒砂層，平行葉理を示す灰白色シ

ルト層，礫層，粘土および泥炭層などからなる。同低地帯南部では，一般に粗粒砂岩・礫岩とシル

ト岩・砂質シルト岩とが互層する。 

幌別山地東部～北東部，尻別川および目名川流域部では，礫層や含礫泥岩が卓越する。礫層や含

礫泥岩は山地に近づくにつれて礫の量が増し，円磨度・分級度および淘汰が悪くなる傾向があるこ

と，およびチャネル充填状の産状を示すことなどから，海底斜面を流下した扇状地性堆積物と考え

られる（山岸，1984）。 

本層の礫層，砂層およびシルト層からは多数の二枚貝化石を産し，添別川付近では化石床がみら

れる。 

本層の堆積年代について，寿都半島付近では，弁慶岬西方の歌島川付近に分布し本層に相当する

と考えられる歌島層上部の凝灰岩から FT年代約 1.2 Ma が得られている（北海道電力，2015）。この

こと，および本層が鮮新統ガロ川噴出物層を不整合に覆うことから，寿都半島付近の本層の堆積年

代は，鮮新世～前期更新世と考えられる。 

黒松内低地帯付近では，産出する浮遊性有孔虫化石が米谷（1978）の G. pachyderma (dext.) / G. 

orientalis 帯の上部（概ね前期更新世）（椿原ほか，1989）および米谷（1978）の Neogloboquadrina5 

pachyderma (sinist.) / N. 5incompta 帯の下部（1.2～1.1 Ma 以降；能條ほか，1999）（能條ほか，1999）

に対比されること，石灰質ナンノ化石がOkada and Bukry (1980)のCN14a 亜帯（1.24-1.22 Ma以降～

0.46 Ma；斎藤，1999）（能條ほか，1999）に対比されること，Acila nakazimai および前期～中期更新

世に対比される貝化石群を産出すること（山岸，1984），下部更新統を含む黒松内層を不整合に覆う

ことから，黒松内低地帯付近の本層の堆積年代は，前期～中期更新世と考えられる。 

尻別川および目名川流域付近では，本層に相当する尻別川層中の安山岩溶岩より K–Ar 年代 1.75

±0.9 Ma および 1.61±0.8 Ma（能條ほか，1996）が，同じく尻別川層中の凝灰岩から FT 年代約 3.2

～約 1.7 Ma（北海道電力，2015）が得られていること，下部更新統雷電岬火山角礫岩層が本層を整

合に覆うことから，尻別川および目名川流域付近の本層の堆積年代は，後期鮮新世～前期更新世と

考えられる。 

なお，黒松内低地帯南部に分布する本層は，鈴木ほか（1967）の砂岩層，および硬質頁岩・泥岩

層の一部に相当すると考えられる。月越山脈付近に分布する本層は，北海道電力（2015）の歌島層

に相当すると考えられる。 

一方で，能條ほか（1996）は，尻別川中～下流域の尻別川層と磯谷層の間に不整合関係が確認さ

れなかったこと，尻別川層の模式露頭は周囲に地層が連続せず，根無しの巨大なブロックであるこ

 
5 米谷（1978）では「Globigerina」の表記だが，ここでは能條ほか（1999）の表記に従っている。米谷（1978）出版後の学

名変更を反映しているものと考えられる。 
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と，尻別川河口付近の磯谷層が異常堆積相の一部分であることなどから，従来の定義により磯谷層

や尻別川層の名称を用いることは不適当と述べている。以上のとおり，本層は広範囲にわたって分

布するが，地域によって岩相や年代に違いがみられることから，地層区分や年代評価に留意する必

要がある。 

 

（v）賀老山安山岩溶岩 

本岩体の内容は，山岸（1984）の賀老山安山岩溶岩を主に参考にして整理した。 

本岩体は，本地質図東部の賀老山山地および 333ｍ丘陵付近に分布し，主に安山岩溶岩からなる。 

本岩体の噴出年代について，全岩K–Ar 年代 3.7±0.8 Ma および 3.5±0.2 Ma（本岩体をG1～G5に

区分し，このうちG3の年代値）（新エネルギー総合開発機構，1986，1987），K–Ar 年代約 4.6 Ma（北

海道電力，2015）が得られている。以上より，本岩体の噴出年代は，鮮新世と考えられるが，G3よ

り上位の G4および G5の年代値が得られていないこと，および本説明書の瀬棚層に相当する尻別川

層に本溶岩が挟在する（山岸，1984）ことを考慮すると，前述の年代値よりも若い噴出年代を含む

可能性がある。なお，新エネルギー総合開発機構（1987）では，「歌棄図幅6では，本層は尻別川層中

に挟まれているとされているが，本図幅地域では賀老山溶岩類の下位に尻別川層は確認されなかっ

た」とされるとともに，尻別川層について，「本層の上部層が賀老山溶岩類にアバットし，蘭越町御

成の土取場でも，本層の上部層が賀老山溶岩類を不整合に覆うのが観察される」とされている。本

調査では，地質図を取りまとめるに当たって参照した山岸（1984）の地質層序の考え方を採用して

いる。 

なお，本層は北海道電力（2015）の賀老山火山岩類に相当すると考えられる。 

 

（vi）写万部山火山岩類 

本岩体の内容は，久保ほか（1983）および久保ほか（1988）の写万部山火山岩類を参考にして整

理した。 

本岩体は，写万部山付近に分布し，直方輝石普通輝石安山岩溶岩などからなる。 

本岩体の噴出年代について，全岩K–Ar 年代 2.59±0.11 Ma（久保ほか，1988）が得られているこ

と，瀬棚層下部に写万部山火山岩類と推定される安山岩火山角礫岩が含まれることなどから，写万

部山の火山活動は瀬棚層堆積期と推定される。以上より，本岩体の噴出年代は鮮新世～前期更新世

と考えられる。 

 

（vii）磯谷溶岩 

本岩体の内容は，山岸ほか（1976）および山岸（1984）の磯谷溶岩を主に参考にして整理した。 

本岩体は，幌別山地北部の磯谷層と瀬棚層を覆って分布する。岩相は，多孔質の直方輝石普通輝

石安山岩である。 

本岩体の噴出年代について，年代値は得られていないが，山岸（1984）では，「更新世の溶岩と考

えられる」とされている。また，第四紀火山岩体・貫入岩体データベース（西来ほか編，2012）に

おいて，第四紀の活動の可能性が指摘されている。下位層との関係は直接確認されていないが，磯

谷層と瀬棚層を不整合で覆うと考えられる。 

 
6 山岸（1984）。 
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（5）第四系更新統～完新統 

（i）雷電岬火山角礫岩層 

本層の内容は，山岸ほか（1976）の雷電岬火山角礫岩層を主に参考にして整理した。 

本層は，本地質図北東部の尻別川河口域左岸や雷電山南西麓などに分布し，下位からハイアロク

ラスタイトや火山円礫岩などからなる。ハイアロクラスタイトは，普通角閃石安山岩質で，径 5～

15 cm の淡黄灰色の角礫と，黄褐色の同じ岩質の細かい溶岩片からなる。火山円礫岩は，径 10～20 

cm，まれに 50 cm に達する亜円礫や亜角礫の間を粗粒砂岩が充填したものである。礫は，輝石安山

岩と普通角閃石安山岩が多い。また，斜層葉理7の発達や乱堆積構造を示す砂岩が挟まれていること，

砂岩がブロックとして取り込まれていることがある。 

下位の瀬棚層との関係は，山岸ほか（1976）は，尻別川の河口付近で観察した結果より，「尻別川

層8の凝灰質砂岩をえぐるような状態で，溶岩がのっていて，一見，不整合のようにみえる。しかし，

下位の尻別川層の砂岩の中にも，上位の溶岩の破片が含まれているほか，溶岩中に尻別川層の砂岩

が同時礫としてとりこまれている。したがって，このような事実から本層と尻別川層とは整合とみ

て問題はなかろう」と述べている。一方，北海道電力（2015）は，尻別川河口部で反射法地震探査

を実施して，「雷電岬火山角礫岩層が尻別川層を不整合で覆い」と述べている。本調査では，地質図

を取りまとめるに当たって参照した山岸ほか（1976）の地質層序の考え方を採用している。 

本層の年代について，全岩K–Ar年代などからの解釈値 2.0～1.8 Ma（新エネルギー総合開発機構，

1986），K–Ar 年代約 1.2 Ma および約 1.4 Ma（北海道電力，2015）が得られている。以上より，本層

の年代は前期更新世と考えられる。 

なお，本層は，新エネルギー総合開発機構（1987）および北海道電力（2015）の雷電岬火山角礫

岩層に相当すると考えられる。 

 

（ii）ニセコアン層 

本層の内容は，山岸ほか（1976）のニセコアン層を主に参考にして整理した。 

本層は，雷電山南麓に分布する。岩相は，黄褐色～褐色の粘土化した径 1～3 cm の軽石と，径 5 

cm～2 m の角礫を含む安山岩凝灰角礫岩や同火山角礫岩である。層理は明らかでなく，詳細な構造

は不明である。新エネルギー総合開発機構（1987）の基底噴出物の岩相と分布に共通するところが

あり，本層の一部はこれに相当すると考えられる。 

本層の年代について，全岩K–Ar 年代 1.6±0.3～0.8±0.07 Ma（新エネルギー総合開発機構，1986）

が得られていること，および本層は雷電岬火山角礫岩層を不整合に覆うことから，本層の年代は前

期更新世と考えられる。 

 

（iii）旧期および新期ニセコ火山群 

旧期および新期ニセコ火山群の内容は，山岸ほか（1976）の旧期ニセコ火山群および新期ニセコ

火山群を主に参考にして整理した。なお，本調査ではこれら 2つを併せて取り扱っている。 

これらの火山群は雷電山付近に分布する。主に普通輝石直方輝石安山岩溶岩からなる火山噴出物

である。新エネルギー総合開発機構（1987）の雷電山噴出物に相当すると考えられ，全岩 K–Ar 年
 

7 斜交層理もしくは斜交葉理のことを指すと考えられる。ここでは山岸ほか（1976）原文のまま記載している。 
8 本説明書の瀬棚層に相当。 
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代などからの解釈値 1.6～1.0 Ma（新エネルギー総合開発機構，1986）が得られていることから，噴

出年代は，前期更新世と考えられる。 

 

（iv）中ノ沢川層 

本層の内容は，久保ほか（1983）の中ノ沢川層を主に参考にして整理した。 

本層は，黒松内低地帯中央に分布し，下位の瀬棚層を不整合に覆う。主としてシルトもしくはシ

ルト質粘土層および細粒砂層からなり，礫層および亜炭層を伴う。シルトおよびシルト質粘土層は，

暗灰～青灰色を呈し，炭質物を多く含む。砂層は，シルト層・シルト質粘土層および礫層と互層す

る。礫層は，円摩された安山岩の細礫を主体とする。本層から貝化石や花粉化石，有孔虫化石が産

出することなどから，本層は浅海～陸の環境下で堆積したと考えられる。 

本層の堆積年代について，下位の瀬棚層および上位の知来川層の堆積年代を踏まえると，堆積年

代は前期～中期更新世と考えられる。なお，本層から産出する貝化石は現生種が豊富で絶命種が極

めて少なく瀬棚層から産出する化石群と異なる。 

 

（v）知来川層 

本層の内容は，久保ほか（1983）の知来川層を主に参考にして整理した。 

本層は，黒松内低地帯中央から南部に分布し，瀬棚層と中ノ沢川層を覆う。主として礫層・砂層

および粘土層の互層からなり，多数の亜炭層を伴う。本層から海棲の貝化石の産出がなく，花粉化

石が産出されることや，亜炭の挟在が多いことから，本層は主に陸で堆積したと推定される。 

本層の堆積年代について，久保ほか（1983）は，亜炭層の花粉分析結果から前期～中期更新世と

推定している。本層に相当すると考えられる蕨岱層上部の軽石層から FT年代 0.40±0.08 Ma（矢野

ほか，1983）が，本層中の凝灰岩から FT 年代約 0.8 Ma（北海道電力，2015）が得られている。萩

原（1990）は，本層に相当すると考えられる蕨岱層から産出した花粉化石から寒冷→温暖→寒冷の

古環境変遷過程を推定し，前述した矢野ほか（1983）に対比されると考えられる火山灰を含むこと

から，蕨岱層はギュンツ氷期→ミンデル・リス間氷期→ミンデル氷期の堆積物を含むと推定してい

る。以上より，本層の堆積年代は中期更新世と考えられる。 

なお，本層は，鈴木ほか（1967）の砂質泥岩・砂岩層および挟亜炭砂礫層それぞれの一部，山田

ほか（1980）の蕨岱層の一部および知来川層，北海道電力（2015）の知来川層に相当すると考えら

れる。 

 

（vi）段丘堆積物および崖錐・地すべり堆積物 

本堆積物の内容は，山岸（1984）の旧期扇状地堆積物，第 1 段丘堆積物，新期扇状地堆積物およ

び第 2 段丘堆積物を主に参考にして整理した。 

本堆積物は，主に尻別川や朱太川の流域付近や海岸地域に分布し，扇状地堆積物や海成あるいは

河成段丘を構成し，礫や砂，粘土および泥炭などからなる。 

本堆積物の堆積年代は，中期～後期更新世と考えられるが，崖錐・地すべり堆積物は完新統も含

まれると考えられる。 

なお，本堆積物は，山岸ほか（1976）の崖錐堆積物，第 1 および第 2段丘堆積物，久保ほか（1983）

の海岸段丘堆積物，河岸段丘堆積物および扇状地堆積物，石田（1983）の海岸段丘堆積物および河

岸段丘堆積物，岡・三谷（1981）の段丘堆積物，黒沢ほか（1993）の段丘堆積物，鈴木ほか（1981）
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の第 1 および第 2段丘堆積物，北海道電力（2015）の低位・中位・高位段丘堆積物，鮎川層および

三和層に相当すると考えられる。 

 

（vii）熱郛軽石流堆積物 

本堆積物の内容は，山岸（1984）および久保ほか（1983）の熱郛軽石流堆積物を主に参考にして

整理した。 

本堆積物は，熱郛川周辺などに分布する軽石質凝灰岩である。デイサイト火山灰からなり，火山

灰中に軽石および少量の岩片を含む。瀬棚層などの下位層を不整合に覆う。 

本堆積物は，町田・新井（2003）の洞爺テフラ（Toya）のうち洞爺火砕流堆積物（Toya (pf)）に相

当すると考えられ，同文献において洞爺テフラの噴出年代が 112～115 ka と推定されていることか

ら，本堆積物の年代は後期更新世と考えられる。 

なお，本堆積物は，Goto et al. (2018)の the Toya Ignimbrite（洞爺火砕流堆積物9）に相当すると考え

られる。 

 

（viii）沖積堆積物 

本堆積物の内容は，山岸（1984）の現河床・海浜堆積物層を主に参考にして整理した。 

本堆積物は，主に完新世に堆積したもので，河川周辺や河口部，山麓部などに分布し，現河床や

砂丘，扇状地などを形成する堆積物である。砂，礫，粘土，泥炭などから構成される。本地質図南

～中部の国縫・長万部地域では，駒ケ岳火山灰（Ko - d2，西暦 1640年）が覆う（石田，1983；久保

ほか，1983）。 

なお，本堆積物は，山岸ほか（1976）の扇状地堆積物，現河床堆積物および砂丘堆積物，久保ほ

か（1983）の扇状地堆積物，湿原堆積物，砂丘堆積物および氾濫原堆積物，石田（1983）の扇状地

堆積物，湿原堆積物，氾濫原堆積物および砂丘堆積物に，鈴木ほか（1967）の海浜および現河床氾

濫原堆積物，泥炭地堆積物，砂丘堆積物および崖錐堆積物，岡・三谷（1981）の河川堆積物，黒沢

ほか（1993）の沖積層，鈴木ほか（1981）の現河床・海浜堆積物に相当すると考えられる。 

 

（6）貫入岩 

（i）貫入岩 I（K.Gr） 

本岩体の内容は，黒沢ほか（1993）の後志利別川周辺に分布する花崗岩類を主に参考にして整理

した。なお，同文献の時代未詳貫入岩を含めて整理した。 

本岩体は，後志利別川周辺およびその南方に広く分布し，主に黒雲母普通角閃石花崗閃緑岩，黒

雲母花崗岩および花崗閃緑岩からなる。泊川コンプレックスに貫入し，マス川層，訓縫層および大

平川層に覆われる。本岩体周辺の泊川コンプレックスは，ホルンフェルス化しているところがある。 

本岩体の貫入時期は，黒雲母 K–Ar 年代 124 Ma（河野・植田，1966）が得られていることから，

前期白亜紀と考えられる。 

なお，本岩体は，岡・三谷（1981）の花崗閃緑岩Ⅰに相当すると考えられる。 

 

 
9 Goto et al. (2018)での和訳。なお，Ignimbriteは溶結凝灰岩を指す。 
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（ii）貫入岩 II（M.Gr1） 

本岩体の内容は，黒沢ほか（1993）の花崗岩類黒雲母角閃石花崗閃緑岩のうち泊川上流域に分布

する岩体を主に参考にして整理した。 

本岩体は，大平山西方付近に分布する泊川コンプレックスに貫入し，主に黒雲母普通角閃石花崗

閃緑岩からなる。 

本岩体の貫入時期は，全岩K–Ar 年代 21.5±0.7 Ma（石原ほか，1998）が得られていることから，

前期中新世と考えられる。 

 

（iii）貫入岩 III（B1） 

本岩体の内容は，久保ほか（1983）の貫入岩類玄武岩を参考にして整理した。 

本岩体は，紋別川上流域に分布する訓縫層に貫入する。青黒色の細粒岩で，鏡下では斜長石や普

通輝石，直方輝石がみられる。 

本岩体の年代値は得られていない。 

 

（iv）貫入岩 IV（R1） 

本岩体の内容は，黒沢ほか（1993）の貫入岩類流紋岩を参考にして整理した。 

本岩体は，大平山周辺に分布する泊川コンプレックス，訓縫層，貫入岩 I および大平川層に貫入

する。岩脈状に貫入しているものが認められる。岩相は，黒雲母流紋岩および普通角閃石流紋岩で

流理構造が発達する。 

本岩体の年代値は得られていない。 

 

（v）貫入岩V（R2） 

本岩体の内容は，石田（1983）の貫入岩流紋岩を参考にして整理した。 

本岩体は，本地質図南部の訓縫層および八雲層に貫入し，最も大きい岩体は国縫川河口付近から

紋別川中流域周辺にかけてほぼ南北方向を長軸とする形状である。岩相は，斜長石流紋岩である。 

本岩体の年代値は得られていない。 

 

（vi）貫入岩VI（Pda） 

本岩体の内容は，鈴木ほか（1981）の貫入岩類石英斑岩を参考にして整理した。なお，現在の岩

石名称に合わせ，本調査では石英斑岩を石英斑状デイサイトと読み替えている。 

本岩体は，寿都半島北部で寿都層に貫入し，2 ヵ所で露出する。灰白色を呈し，密堅硬で柱状節

理が発達する。黄鉄鉱化などの変質を受け，やや緑色化している。 

本岩体の年代値は得られていないが，本岩体のうち大きいものの西縁が断層で切られることと，

4.3.3(2)で述べるように，この断層は鮮新世に開始したと考えられる褶曲運動に伴う層面すべり断層

である可能性を考慮すると，貫入時期は鮮新世以前の可能性がある。 

なお，本岩体は，岡村（1984）の貫入岩類角閃石デイサイトに相当すると考えられる。 

 

（vii）貫入岩VII（A1） 

本岩体の内容は，鈴木ほか（1981）の貫入岩類角閃石安山岩を参考にして整理した。 

本岩体は，寿都半島東岸および弁慶岬南方で寿都層に貫入する。 
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寿都半島東岸の岩体は暗緑色を呈し，柱状節理が発達する。斜長石と，緑泥石やモンモリロナイ

トに置換された普通角閃石がみられ，石基は著しく変質し，初生的な組織は残っていない。弁慶岬

南方の岩体は，普通角閃石，直方輝石，普通輝石および斜長石がみられる。 

本岩体の年代値は得られていないが，弁慶岬南方の岩体の西縁が断層で切られることと，4.3.3(2)

で述べるように，この断層は鮮新世に開始したと考えられる褶曲運動に伴う層面すべり断層である

可能性を考慮すると，貫入時期は鮮新世以前である可能性がある。 

 

（viii）貫入岩VIII（M.Gr2） 

本岩体の内容は，山岸（1984）の貫入岩類花崗岩類を主に参考にして整理した。 

本岩体は，幌別山地南部に分布するチョポシナイ川層と磯谷層に貫入し，瀬棚層に覆われる。チ

ョポシナイ川層と磯谷層には一部断層で接する。主に普通角閃石黒雲母花崗岩からなる。 

本岩体の貫入時期は，黒雲母K–Ar 年代 8 Ma（河野・植田，1967）および 9.3 Ma（石原ほか，1998）

が得られていることから，後期中新世と考えられる。 

 

（ix）貫入岩 IX（Da1） 

本岩体の内容は，山岸（1984）の貫入岩類石英安山岩岩脈を参考にして整理した。なお，現在の

岩石名称に合わせ，本調査では石英安山岩をデイサイトと読み替えている。 

本岩体は，幌別山地西麓および南東部で磯谷層および貫入岩VIII に貫入している。同山地西麓に

分布するデイサイトは灰白色，粗粒な岩脈で鉱化変質を受けており，幅数 10 m 内外の小岩体であ

る。同山地南東部では灰白色を呈し，風化のためマサ状となっている。 

本岩体の年代値は得られていないが，同山地南東部では，瀬棚層および賀老山安山岩に覆われて

いることから，これらの堆積・噴出前には地表に露出していたと考えられる。 

 

（x）貫入岩X（Ba） 

本岩体の内容は，山岸（1984）の貫入岩類玄武岩質安山岩を参考にして整理した。 

本岩体は，幌別山地南部に分布するチョポシナイ川層および貫入岩VIII に貫入し，緑青色を呈し

塊状である。 

本岩体の年代値は得られていない。 

 

（xi）貫入岩XI（B2） 

本岩体の内容は，山岸（1984）の貫入岩類玄武岩岩脈を参考にして整理した。 

本岩体は，幌別山地の磯谷層に貫入する。同山地東部の岩体は，北東－南西方向に延びる幅数 100 

m の岩脈であり，柱状節理の発達した粗粒な暗黒色の岩相を示す。この岩体は，その東麓で瀬棚層

に覆われることから，瀬棚層堆積開始前に地表に露出していたと考えられる。同山地西部の岩体は，

小岩脈である。 

本岩体の年代値は得られていない。 

 

（xii）貫入岩XII（B3） 

本岩体の内容は，鈴木ほか（1981）の貫入岩類玄武岩を参考にして整理した。 

本岩体は，寿都半島基部および泊川下流域に分布する八雲層，寿都層および永豊層に貫入する。
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鏡下では斜長石と普通輝石の斑晶が認められる。岩脈として産するものは，幅 5～30 m ほどで，地

層の走向にほぼ平行な貫入方向を示すが，枝分かれして層理面に直交することもある。岩床として

産するものの一部に枕状溶岩に移化するものがある。 

本岩体の年代値は得られていない。 

 

（xiii）貫入岩XIII（A2） 

本岩体の内容は，鈴木ほか（1981）の貫入岩類しそ輝石普通輝石安山岩を参考にして整理した。 

本岩体は，寿都半島政泊付近で寿都層および永豊層に貫入する。また，折川右岸で八雲層および

デイサイト溶岩に貫入する。寿都半島や折川などに小岩脈として発達しており，貫入方向は一定し

ていない。比較的大きな岩体を形成するのは政泊付近に分布するもので，北北西－南南東方向を示

す。岩相は，直方輝石普通輝石安山岩で，暗灰色を呈し堅硬で柱状節理が発達する。 

本岩体の年代値は得られていないが，政泊付近の岩体の西縁が断層で切られることと，4.3.3(2)で

述べるように，この断層は鮮新世に開始したと考えられる褶曲運動に伴う層面すべり断層である可

能性を考慮すると，貫入時期は鮮新世以前である可能性がある。 

 

（xiv）貫入岩XIV（Do） 

本岩体の内容は，石田（1983）の貫入岩ドレライトおよび黒沢ほか（1993）の貫入岩類粗粒玄武

岩を参考にして整理した。 

本岩体は，本地質図南部に分布する貫入岩 I，訓縫層，八雲層および黒松内層に貫入している。鏡

下では，斜長石および単斜輝石の斑晶がみられる。 

本岩体の年代値は得られていない。 

 

（xv）貫入岩XV（Da2） 

本岩体の内容は，黒沢ほか（1993）の貫入岩類石英安山岩を主に参考にして整理した。なお，現

在の岩石名称に合わせ，本調査では石英安山岩をデイサイトと読み替えている。 

本岩体は，黒松内岳南方で八雲層に貫入し，貫入岩XVII に貫入されている。黒沢ほか（1993）に

示される本岩体の分布と，久保ほか（1983）および久保ほか（1988）に示される黒松内層の分布を

踏まえると，本岩体は黒松内層に貫入している可能性がある。岩相は，普通角閃石デイサイトであ

り，全体として多少変質している。 

本岩体の年代値は得られていない。 

 

（xvi）貫入岩XVI（A3） 

本岩体の内容は，久保ほか（1983）の貫入岩類変質安山岩を参考にして整理した。 

本岩体は，黒松内岳南方に分布する八雲層に貫入する岩脈で，幅数 m の規模で産する。岩相は，

直方輝石普通輝石安山岩および普通角閃石安山岩で，黒松内層中の変質安山岩の西縁部を構成する

溶岩と同一である。岩脈の方向は，母岩の層理に調和的な場合と，量的には少ないが，急角度で斜

交する場合がある。変質の程度は二俣川上流域で最も強く，南方に向かって弱くなる傾向がある。 

本岩体の年代値は得られていない。 
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（xvii）貫入岩XVII（A4） 

本岩体の内容は，黒沢ほか（1993）の貫入岩類安山岩Ⅰを参考にして整理した。 

本岩体は，大平山南方および黒松内岳南方に分布する大平川層，訓縫層，八雲層および貫入岩XV

に貫入する。また，大平山図幅（黒沢ほか，1993）の東端における貫入岩類安山岩Ⅰ（本岩体）の

分布および同図幅東側に接する長万部図幅（久保ほか，1983）の西端における黒松内層の分布を踏

まえると，本岩体は黒松内層に貫入している可能性が考えられる。黒松内岳付近の岩相は，複輝石

安山岩および輝石安山岩で，変質しているものからほとんど未変質のものまである。 

本岩体の年代値は得られていない。 
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表 4.3-1 寿都町および周辺地域地質層序表 

陸域の貫入岩は省略。地質年代の数値は日本地質学会執行理事会（2023）に基づく。海域の貫入岩Ⅷ層は尻別川西方に局所的に分布し，Ⅴ層に貫入関係で接する（北海道電力，2015）。 
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表 4.3-2 寿都町および周辺地域陸域層序対比表（その 1） 

日本地質学会編（2010），長尾・佐々（1933a）©日本地質学会，道南グリーン・タフ団体研究グループ（1984），岡村（1984）©日本地質学会，北海道電力（2015），鈴木ほか（1981），黒沢ほか（1993）および石田ほか（1993）を参照し，編集して作

成。地質年代の数値は日本地質学会執行理事会（2023）に基づく。地理的な位置関係を踏まえ，本説明書の層序は右側に表示。各文献の地質層序で地質年代が不明確な部分については，各文献中の層序対比表などを参考に加筆して本表に反

映している。 
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表 4.3-3 寿都町および周辺地域陸域層序対比表（その 2） 

山岸ほか（1976），山岸（1984），久保ほか（1983），久保ほか（1988）©日本地質学会，北海道電力（2015），長尾・佐々（1933a）©日本地質学会 および日本地質学会編（2010）を参照し，編集して作成。地質年代の数値は日本地質学会執行

理事会（2023）に基づく。地理的な位置関係を踏まえ，本説明書の層序は左側に表示。各文献の地質層序で地質年代が不明確な部分については，各文献中の層序対比表などを参考に加筆して本表に反映している。 
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表 4.3-4 寿都町および周辺地域陸域層序対比表（その 3） 

日本地質学会編（2010），山岸（1984），久保ほか（1983），久保ほか（1988）©日本地質学会，嵯峨山（2000），能條ほか（1999）©日本地質学会，椿原ほか（1989）©日本地質学会 および池谷・林（1982）©日本地質学会を参照し，編集して作成。地質年代

の数値は日本地質学会執行理事会（2023）に基づく。地理的な位置関係を踏まえ，本説明書の層序は右側に表示。各文献の地質層序で地質年代が不明確な部分については，各文献中の層序対比表などを参考に加筆して本表に反映してい

る。 
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4.3.3 陸域の地質構造 

文献調査対象地区および周辺地域の地質構造に対する概要（付図 1および図 4.3-1）と，推定地質

断面図（付図 2および図 4.3-2）について以下に述べる。 

 

（1）概要 

本地域の地質構造は，月越山脈・黒松内岳周辺（狩場山地東部），黒松内低地帯および幌別山地で

特徴がそれぞれ異なる。 

月越山脈・黒松内岳周辺では，泊川コンプレックスとこれに貫入する花崗岩類（貫入岩 I）が分布

し，これらを覆いさらに東側に新第三紀以降の堆積物や貫入岩が分布する。訓縫層および大平川層

からガロ 噴出物層までの地層は，概ね北西－南東方向軸の褶曲構造を持つ。黒松内岳北方では，

八雲層と黒松内層の翼部が急傾斜に折りたたまれた褶曲構造がみられるが，寿都半島ではこれらと

同層準と考えられる寿都層と永豊層が，翼部の傾斜が緩く西へ開いた向斜構造を呈している。両地

域の間は，ガロ川噴出物層と瀬棚層が下位層を不整合に覆っているため，地質構造の差異の詳細に

ついては不明である。寿都半島基部付近に分布する瀬棚層は，下位層に調和した褶曲構造はみられ

ない。以上のことから，瀬棚層の下位層を支配する褶曲活動は，鮮新世に開始し，この付近に分布

する瀬棚層堆積開始前に概ね終了していたと考えられる。寿都半島中央やその西方の折川および大

平 流域などにみられる，東西～西北西－東南東あるいは東北東－西南西方向の断層について，一

部がガロ川噴出物層または瀬棚層に覆われ，地表に現れていない。よって，これらの断層のガロ川

噴出物層堆積以降の顕著な活動はないものと考えられる。 

黒松内低地帯では，磯谷層とこれより若い地層が概ね南北～北北西－南南東方向の断層や褶曲構

造に規制されて分布する。本低地帯では瀬棚層とこれより上位の地層が広く分布，丸山丘陵や黒松

内背斜などでは磯谷層や黒松内層が露出している。丸山丘陵を形成する磯谷層は背斜構造を呈し，

南南東方向の黒松内背斜の方へ連続すると考えられる。本低地帯でみられる概ね南北～北北西－南

南東方向に規制された地形および地質構造は，本低地帯付近を同方向に縦断し，東西方向を最大主

応力軸とする黒松内低地断層帯の活動による影響が大きいと考えられ，本低地帯には白炭断層など

の活構造が示されている（詳細は，4.3.3(3)および説明書「地震・活断層」参照）。本断層帯について，

個別の断層では断層両側の地質層序関係より，東上がりと西上がり両方の逆断層が推定されるが，

月越山脈・黒松内岳周辺地域が黒松内低地帯に対して地形的に隆起側であり，かつ黒松内低地帯に

分布する地層よりも下位の地層が分布しているため，主断層は西上がりの逆断層と考えられる。 

上記のとおり，月越山脈・黒松内岳周辺と黒松内低地帯の地質構造については，方向と褶曲時期

に違いがみられる。その要点は以下のとおりである。 

・ 地質構造について，月越山脈・黒松内岳周辺では概ね北西－南東方向の，黒松内低地帯では

南北～北北西－南南東方向の褶曲構造や断層が卓越する。 

・ 月越山脈付近では，永豊層，黒松内層およびガロ川噴出物層は概ね北西－南東方向の軸を持

つ褶曲構造を伴うが，これらを覆う瀬棚層に顕著な褶曲構造がみられないことから，瀬棚層

堆積以降に顕著な地殻変動を受けていないと考えられる。 

・ 黒松内低地帯では，瀬棚層とこれ以降の地層に褶曲構造がみられるため，瀬棚層堆積以降の

褶曲活動が考えられる。 

上記のとおり，両地域の地質構造の違いは，応力場の変化および褶曲場の変遷の結果と考えられ
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る。 

幌別山地では主に海底火山噴出物からなる磯谷層が広く分布し，南東部では貫入岩VIII が磯谷層

などに貫入している。磯谷層に着目すると，南北方向の長軸を持つドーム構造を形成し，頂部では

傾斜が 20°程度で側方に向かって傾斜が増し，山麓部では 40～50°に達する。山岸ほか（1976）では，

幌別山地北端部の磯谷層分布域に硬質頁岩シルト岩互層を中心にしたドーム構造が報告されている。

幌別山地周辺では，瀬棚層が磯谷層および貫入岩 VIII などを不整合関係で覆って分布している。5

万分の 1 地質図幅（山岸ほか，1976；山岸，1984）に記載されていないことから，本地質図には表

示していないものの，山地北東部から東部に走向が北北西－南南東の尻別川断層や目名川流域付近

には同じく北北東－南南西の「目名付近の断層」などの活構造が示されている文献もある（詳細は，

説明書「地震・活断層」参照）。尻別川断層は，幌別山地の成因の一つである可能性がある。東南部

の貫入岩VIII は，磯谷層と断層を介して接していることから，断層の北側にあたる幌別山地の中央

～北部に深成岩体が分布する可能性も考えられる。なお，この深成岩体の貫入も幌別山地の成因の

一因である可能性がある。 

 

（2）推定地質断面図 

本地質図では，地形や地質構造に南北～北西－南東方向の傾向がみられることから，これらに直

交する方向のA - A’～F - F’ 断面を設定した。加えて，本地質図中央部の黒松内低地帯を縦断する南

北～北北西－南南東方向にG - G’ 断面，文献調査対象地区北東の尻別川河口部右岸から寿都湾，月

越山脈を通り大平川中流域付近に至る北東－南西方向にH - H’ 断面，文献調査対象地区東部の幌別

山地北部と賀老山山地に至る北西－南東方向に I - I’ 断面，および寿都半島西部から南南東方向に

黒松内川中流域付近に至りここから西方へ黒松内岳付近に至る J - J’ 断面を作成した。推定地質断

面図の作成に当たっては，地表地質情報に加えてボーリング調査や反射法地震探査などの結果を参

照した。各断面における地質・地質構造について以下に示す。 

 

（i）A - A’ 断面 

本断面は，文献調査対象地区の中央を通り，西から月越山脈，寿都湾および幌別山地に至る東西

方向の断面である。 

月越山脈では永豊層と寿都層が西へ傾斜して分布する。寿都層は本断面の北方で貫入岩 VI に貫

入されている。また，同層は月越山脈中央部の 2 本の断層に切られている。これらの断層は，地表

において東方へ張り出すような弧状であることから，西傾斜の逆断層と考えられる。走向が周囲の

寿都層の走向に概ね調和的であることから，これらの断層は鮮新世に開始したと考えられる褶曲運

動に伴う層面すべり断層である可能性がある。 

東部の幌別山地では，主に磯谷層が長軸を概ね南北方向とするドーム構造を形成して分布する。

幌別山地西麓付近では，寿都層が断層で磯谷層と接するが，寿都湾を挟んで東西陸側の地層の連続

性および関係の詳細については，不明である。幌別岳北方では，貫入岩 XI が磯谷層に貫入してい

る。幌別山地東麓では，瀬棚層が磯谷層を不整合関係で覆う。 

 

（ii）B - B’ 断面 

本断面は，文献調査対象地区の南部を通り，月越山脈や黒松内低地帯，幌別山地に至る東西方向

の断面である。 
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月越山脈では，西方へ傾斜する永豊層と寿都層をガロ川噴出物層が不整合に覆い，さらにその上

を瀬棚層が不整合に覆う。本断面西端部では，八雲層が分布する可能性がある。 

黒松内低地帯では，沖積堆積物の下位に瀬棚層および黒松内層がほぼ水平に分布する（北海道電

力，2015）。これ以深については，黒松内層の下位層である寿都層あるいは磯谷層が分布すると推定

されるが，詳細は不明である。 

本断面北方の幌別山地西麓に分布する北北東－南南西方向の断層は，地表では本断面まで連続し

ないものの，地下では連続している可能性があるため，本断面に図示している。 

幌別山地では，磯谷層がA - A’ 断面と同様にドーム構造を形成している。同山地西部では，貫入

岩 IX が磯谷層に貫入しているが，貫入時期の詳細については不明である。ドーム構造の頂部では

地層の傾斜が緩く，側部に向かって急になる。幌別山地東麓付近では，瀬棚層が磯谷層および貫入

岩VIII を不整合に覆い，東方に緩く傾斜して分布する。5 万分の 1 地質図幅（山岸，1984）に記載

されていないことから，本地質図には表示していないものの，本断面東端付近では，「目名付近の断

層」が分布する（例えば，北海道電力，2015）。 

 

（iii）C - C’ 断面 

本断面は，文献調査対象地域南端部付近を通る南西－北東～東西方向の断面である。 

月越山脈南部では瀬棚層が下位層を不整合に覆っているため，本層以下の地質構造の推定に当た

って，周辺の地質構造や地質層序を参考にした結果，本断面南の向斜構造軸部が本断面折れ点付近

を通過すると考えられる。 

本断面西端の大平山付近では，泊川コンプレックスが分布し，大平川層がこれを不整合に覆う。

大平川層と八雲層が，泊川コンプレックス東縁の湯ノ沢 断層を境にして分布し，北西－南東方向

の軸を持つ褶曲構造を伴う。湯の沢川断層は，東側に新第三紀以降の海成層（大平川層および八雲

層など）が厚く分布することと，これらが本断層の走向とほぼ同じ方向（北西－南東）の軸を持つ

褶曲構造に規制されていることを踏まえると，本断層は古第三紀～新第三紀に正断層として活動し，

その後逆断層として再活動した可能性が考えられる。 

寿都半島南部付近に分布する瀬棚層は，NS～N50°E，10～15°E の走向・傾斜を示し（鈴木ほか，

1981），下位層の褶曲構造とは非調和であることから，この付近では本層堆積以降に著しい褶曲活動

を受けていないと考えられる。 

本断面中央部の黒松内低地帯の丸山丘陵では磯谷層が背斜構造を呈し，頂部の高位段丘面は東へ

傾動している（例えば，今泉・渡島半島活断層研究グループ，1982）。この背斜構造は，軸の方向な

どから，本断面南方の黒松内背斜へ連続すると考えられる。 

丸山丘陵東側の朱太川右岸に白炭断層（白炭東断層および白炭西断層）に対応する変位地形（東

落ち逆向き崖）が示されており（詳細は，説明書「地震・活断層」参照），当該付近で北海道電力（2015）

が実施した反射法地震探査の結果では，標高約-450 ｍ程度までの瀬棚層と黒松内層に向斜構造がみ

られるが，白炭断層に対応した断層構造は一部のみである。本調査では，丸山丘陵にみられる背斜

構造とその頂部の東への傾動，朱太川右岸地域の向斜構造および西傾斜と推定されている震源断層

（詳細は，説明書「地震・活断層」参照）を説明する断層システムとして，本断面図に示すような

ウェッヂ・スラスト（例えば，池田ほか編，2002 など）を想定している。この場合，白炭断層は，

向斜構造の形成に伴った層面すべり断層である可能性が考えられる。 

幌別山地では，磯谷層がA - A’ 断面と同様にドーム構造を形成している。その東部では，貫入岩
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VIII が磯谷層に断層で接し，この深成岩体は瀬棚層に覆われることから，瀬棚層堆積前に地表に露

出していたと考えられる。この岩体は，本断面南方で磯谷層とチョポシナイ川層に貫入している。

本地域は，鮮新世以降は圧縮場である（例えば，渡辺，1986；大槻，1989など）ことを踏まえると，

貫入岩VIII と磯谷層の間の断層は南東傾斜の逆断層と推定される。この場合，磯谷層の下に本断層

下盤側（北西側）の貫入岩VIII が分布している可能性が考えられる。なお，この断層の北東端は瀬

棚層に覆われることから，瀬棚層堆積以降の顕著な活動はないものと考えられる。 

 

（iv）D - D’ 断面 

本断面は，文献調査対象地区南方の大平山付近から黒松内低地帯，賀老山山地に至る東西方向の

断面である。 

本断面西端の大平山付近では，C - C’ 断面と同様に泊川コンプレックスが分布し，大平川層がこ

れを不整合に覆う。泊川コンプレックス東縁の湯の沢川断層を境にして大平川層と八雲層が分布し，

北北西－南南東～北西－南東方向の軸を持つ褶曲構造を伴う。黒松内低地帯の西方では，ガロ川噴

出物層が黒松内層を覆う。黒松内低地帯では，黒松内層とそれより上位の地層が北北西－南南東方

向の軸を持つ褶曲構造（黒松内背斜，チョポシナイ向斜および豊幌背斜など）に伴って分布する。

このうち，黒松内背斜軸部付近では，黒松内断層に沿って黒松内層が露出する。黒松内低地帯とそ

の西方の黒松内岳周辺の地層の落差を考慮すると，これらは西傾斜で逆断層型の黒松内低地断層帯

の活動に起因した短縮変形の一部と考えられる。本断面近傍の黒松内町付近で実施された「黒松内」

基礎試錐調査結果（石油技術協会，1993）では，黒松内層の見かけの厚さが周囲と比べて厚いが，

これは逆断層の活動によるものの可能性が考えられる。八雲層の厚さについて，月越山脈・黒松内

岳周辺の表層地質から推定される厚さに比べて，当該基礎試錐から得られた黒松内低地帯下の厚さ

は薄い。なお，当該基礎試錐ではガロ川噴出物層に相当する地層が確認されないことから，ガロ川

噴出物層の東西方向の分布は限定的であると考えられる。 

熱郛川付近では洞爺火砕流堆積物（Toya，115 ka；町田・新井，2003）に相当すると考えられる熱

郛軽石流堆積物が地表を覆う。黒松内低地帯東部では，本説明書の瀬棚層および熱郛軽石流堆積物

に相当すると考えられる地層とこれを覆う約 2 万年前以降の地層に変位を与える西傾斜の断層が確

認されている（楮原ほか，2013）。 

黒松内低地帯およびその西方の地下構造の推定について，地表の地質構造と「黒松内」基礎試錐

調査結果（石油技術協会，1993）と黒松内町泉源のボーリング調査結果（高見ほか，2008；藤本ほ

か編，2004），低地帯東部で確認された楮原ほか（2013）の断層露頭，西傾斜と推定されている震源

断層（詳細は，説明書「地震・活断層」参照）を説明する断層システムとして，本断面図に示すよ

うな断層形状を想定している。 

なお，本地質図では，ガロ川噴出物層内において直方輝石普通輝石安山岩岩脈を示しているが，

岩体の規模が小さいことから，推定地質断面図では表記していない。 

 

（v）E - E’ 断面 

本断面は，後志利別川右岸から長万部川左岸付近に至る東北東－西南西方向の断面である。 

本断面西端付近では，貫入岩 I を訓縫層が不整合に覆う。訓縫層とこれより上位の地層は，北北

西－南南東方向の軸を持つ褶曲を呈しながら長万部川右岸まで分布する。ガロ 噴出物層と瀬棚層

は，それぞれ不整合関係で下位層を覆う。長万部川右岸周辺の地下には黒松内低地断層帯の存在が
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推定されており（例えば，地震調査研究推進本部，2005；北海道電力，2015など），ガロ川噴出物層

と瀬棚層を境する栗岡断層は，当断層帯の一部である可能性が考えられる。 

 

（vi）F - F’ 断面 

本断面は，国縫川中流域付近から内浦湾（噴火湾）に至る西南西－東北東方向の断面である。 

西から東に向かって，訓縫層，八雲層，黒松内層および瀬棚層が分布する。八雲層は分布域の中

央付近で貫入岩Vに貫入されている。 

黒松内層は，瀬棚層とこれより上位の地層に不整合で覆われる。瀬棚層分布域の東縁付近に活断

層に関する情報があり（例えば，地震調査研究推進本部，2005；北海道電力，2015 など。詳細は，

4.3.3(3)および説明書「地震・活断層」参照），これらは黒松内低地断層帯の一部であると考えられる。 

なお，本断面の北東で実施された OR-9 のボーリング調査結果（高見ほか，2008；藤本ほか編，

2004）によると，瀬棚層が標高約-400 m付近まで，黒松内層が標高約-1,100 m 付近（孔底）まで分

布する。 

 

（vii）G - G’ 断面 

本断面は，文献調査対象地区中央の寿都湾から長万部川河口付近に至る南北～北北西－南南東方

向の断面である。 

北端部の朱太川河口付近では，黒松内層，瀬棚層および沖積堆積物がほぼ水平に堆積し（北海道

電力，2015），その下位に，磯谷層ならびに寿都層が分布すると推定される。 

丸山丘陵の周囲に黒松内層と瀬棚層が分布することから，本丘陵の隆起に伴ってこれらの地層が

削剥された可能性が考えられる。 

本丘陵付近では中ノ沢川層および知来川層が確認されないが，これより南側では中ノ沢川層およ

び知来川層が分布する。本断面南部には写万部山火山岩類が分布する。 

 

（viii）H - H’ 断面 

本断面は，大平川中流域付近から月越山脈，寿都湾を通り尻別川右岸に至る南西－北東方向の断

面である。 

本断面南西端部では，泊川コンプレックスの北東側に湯の沢川断層を境にして大平川層と八雲層

が分布する。これらの地層は，北西－南東方向の軸を持つ褶曲構造に規制されている。月越山脈南

部では，瀬棚層が永豊層などの下位層を不整合に覆う。この付近の地下構造に関する詳細な情報は

確認されないため，周囲の地表地質情報などから考察した以下の内容に基づき本断面図を作成して

いる。 

・ 瀬棚層分布域の南でみられる，両翼の地層が高角度に折りたたまれた褶曲は，本断面付近あ

たりから北方に向かってほどけ始めていると推定される。 

・ 八雲層の上位には永豊層とガロ川噴出物層が分布し，瀬棚層に覆われる。 

・ 永豊層およびガロ川噴出物層は，向斜構造の軸部付近に分布する。 

・ 瀬棚層の東方に分布する寿都層は，走向・傾斜の情報は乏しいが，周囲の地質情報からほぼ

南北方向の走向で西傾斜であると推定されることを考慮すると，八雲層とほぼ同じ深度に分

布する。 
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本断面北東部は，幌別山地北部にあたり，主に磯谷層が分布する。その中央では，同層硬質頁岩

シルト岩互層を中心とする小規模なドーム構造がみられる（山岸ほか，1976）。 

幌別山地東縁部に分布する瀬棚層は，磯谷層を不整合に覆い，概ね東へ 50～60°程度傾斜してい

る。尻別川左岸では，雷電岬火山角礫岩層が瀬棚層を覆う。なお，5万分の 1 地質図幅（山岸ほか，

1976；山岸，1984）に記載されていないことから，本地質図には表示していないものの，この付近

には西上がりの逆断層である尻別川断層が北北西－南南東方向に分布する（詳細は，4.3.3(3)および

説明書「地震・活断層」参照）。 

 

（ix）I - I’ 断面 

本断面は，文献調査対象地区東部の幌別山地北部と賀老山山地に至る北西－南東方向の断面であ

る。 

幌別山地では，磯谷層がA - A’ 断面と同様にドーム構造を形成する。南東部では貫入岩VIII が貫

入し，その北西縁は，南東傾斜の逆断層と推定される断層で磯谷層と接する。幌別山地南東麓から

目名川流域では，瀬棚層が同岩体を覆って分布し，周囲の地質情報を踏まえると，両者の間には磯

谷層およびチョポシナイ川層が分布すると推定される。本断面南東端部には賀老山安山岩溶岩が分

布する。 

 

（x）J - J’ 断面 

本断面は，寿都半島西岸から南南東方向の黒松内川中流付近に至り，ここから西方の黒松内岳に

至る北北西－南南東～東西方向の断面である。 

本断面北北西端部では北西へ傾斜する永豊層および寿都層が分布する。本断面中央部は，北北西

－南南東方向の軸を持つ向斜軸部を通る。 

黒松内岳周辺では，八雲層および黒松内層を覆ってガロ川噴出物層が分布する。本層は，一部瀬

棚層に覆われるものの月越山脈西麓まで分布する。 

ガロ川噴出物層の下位には黒松内層とこれとほぼ同層準と考えられる永豊層が分布しており，こ

れらは月越山脈南部の瀬棚層分布域付近で漸移していると推定される。 
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図 4.3-1 寿都町および周辺地域陸域地質図（概要版） 

鈴木ほか（1981），山岸ほか（1976），山岸（1984），久保ほか（1983），久保ほか（1988）Ⓒ日本地質学会，黒沢ほか（1993），石田（1983）， 

岡・三谷（1981），鈴木ほか（1967）を参照し，編集して作成。参照，編集の詳細は「3.2 地質・地質構造の取りまとめの考え方」参照。寿都

町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。  
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図 4.3-2 寿都町および周辺地域陸域推定地質断面図（概要版） 

本図は付図1，ボーリングデータおよび反射法地震探査結果などを基に原子力発電環境整備機構が推定したものである。推定の詳細は「4.3.3 陸域の地質構

造」参照。断面位置については図 4.3-1 参照。断層については，表層地質情報などから相対的な確度が高いものを「断層」として，それ以外を「推定断層」

として示している。地質断面図の推定の結果，図 4.3-1 に対応しない伏在断層が一部生じている。削剥前の地層のみかけの傾斜および地下の地質を表記して

いない部分の推定断層は，参考として記載している。陸域地形は国土地理院数値標高データに基づき作成（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 5JHs 

154）。海域地形は日本水路協会発行M7000 シリーズに基づき作成（（一財）日本水路協会承認 第 2021006号）。 
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（3）活構造 

文献調査対象地区および周辺地域の陸域には，黒松内低地断層帯と尻別川断層帯がみられる（図

4.3-3）。ここでは，地質構造形成の観点から考察した内容を述べる。なお，これらを構成する個々の

断層に関する法定要件の観点からの評価は，説明書「地震・活断層」に述べる。 

 

（i）黒松内低地断層帯 

黒松内低地帯とその周辺域に分布する新第三紀以降の堆積物は，本低地帯西方の大平山付近に分

布する泊川コンプレックスの東側に形成された堆積盆を埋積したものであると考えられる。これら

が圧縮場下で短縮変形し，本断層帯が形成されたと考えられる。 

本断層帯には，黒松内低地帯をほぼ南北方向に縦断するように白炭断層などが分布する。地表で

は地下の断層活動によって形成されたと考えられる褶曲構造（黒松内背斜など），断層崖（白炭断層

など），テクトニック・バルジ（丸山丘陵），段丘面の傾動（長万部断層など）などがみられるが，

これら個々の長さは断層帯全体の長さに比べて短いことが特徴である。また，推定される断層の変

位センスも東側隆起または西側隆起があり一定でない（例えば，池田ほか編，2002；楮原ほか，2013

など）。 

大局的にみると，当低地帯付近の地質構造は，断層および褶曲構造の配列や断層の変位センスな

どからほぼ東西方向の圧縮場下で形成されてきたと推定されることと，本低地帯とその西方地域の

間に西側隆起の地形的および層位学的落差がみられることから，主断層は西傾斜の逆断層であると

考えられる。一方で，白炭断層は雁行配列（ミの字型）がみられ，山岸・木村（1981）は断層露頭

で左横ずれ変位を確認していることから，縦ずれ変位だけでなく部分的に横ずれ変位を含んでいる

ことも推定される。 

本断層帯の北部は，丸山丘陵頂部地形面の東への傾動（例えば，今泉・渡島半島活断層研究グル

ープ，1982）や，黒松内背斜軸部西側の断層が変位センスから東傾斜の逆断層と推定されることな

どから，地表付近では東傾斜の断層が支配的であると考えられる。以上より，地下深部に想定され

る西傾斜の主断層への連続は，（北をみて）途中で逆くの字型に折れ曲がったウェッヂ・スラストを

形成していると推定される。 

本断層帯の中央部では，黒松内背斜，チョポシナイ向斜や豊幌背斜などの複数の褶曲構造が東西

幅 5～10 km 程度に配列することや，震源断層が想定されている黒松内低地帯西方地域の最近の地

震活動は活発でないこと（詳細は，説明書「地震・活断層」参照）などから，周辺地域の歪みの解

消は，地震活動よりも褶曲運動によるものが多い可能性が考えられる。 

 

（ii）尻別川断層帯 

本断層帯は，尻別川断層および「目名付近の断層」などから構成され，大局的にみると不連続性

および撓み・地形面の異常勾配などの地形的特徴および層位学落差などから西傾斜の逆断層と考え

られる。これらの断層の地下深部への連続は不明な点が多いが，幌別山地東縁部付近に尻別川断層

の存在が想定されることと，この付近に東方へ高傾斜する瀬棚層が確認される（例えば，山岸ほか，

1976；北海道電力，2015）ことなどから，尻別川断層は幌別山地の形成要因の一つである可能性が

考えられる。 

本断層帯と黒松内低地断層帯は，共に走向がほぼ南北で西傾斜の逆断層を主体としていると考え

られるが，両者の関係については不明である。  
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図 4.3-3 寿都町付近の活断層図 

活断層分布は，今泉ほか編（2018）に基づく。各断層帯の名称は説明書「地震・活断層」に基づく。個別の断

層名について，黒松内低地断層帯は池田ほか編（2002），尻別川断層帯は地震調査研究推進本部（2005）に基

づく。基図は図 4.3-1に基づく。  
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4.4 海域の地質概説および地質各論 

4.4.1 海域の地質概説 

層序対比表を表 4.4-1 に示す。海底地質図および探査測線を図 4.4-1 に示す。海底地質断面図を

図 4.4-2～図 4.4-5 に示す。 

文献調査対象地区の海域のうち，大陸棚外縁より沖合には広くⅡ層が分布し，陸棚斜面の一部に

はⅢ～Ⅵ層が分布する。 

大陸棚のうち，幌別山地の北方海域では陸側にⅥ層が，その沖合ではⅣ層およびⅤ層が，大陸棚

外縁部付近ではⅢ層が分布する。寿都湾ではⅢ層とその周囲にⅣ層が分布し，沖合に向かってⅥ層，

Ⅳ層，Ⅲ層が分布する。寿都半島周辺については，東側ではⅥ層が西側ではＶ層が分布する。 

 

4.4.2 海域の地質 

本調査では，3.2.2 に記載のとおり北海道電力（2013，2015，2016）を参照して整理した。 

 

（1）Ⅶ層 

Ⅶ層は，本海域における最下位層で，海底面には露出しないが，上位層に覆われ分布する。 

本層は硬質な泥岩・砂岩などを含む堆積岩または火成岩類と推定されている。 

本層の年代については，泊発電所周辺の陸域の地層分布との対比から積丹地域の茅沼層10より下

位の地層に相当すると推定されることから，古第三紀始新世とそれ以前の地層と推定されている。

本調査でも同様の年代としている。 

 

（2）Ⅵ層 

Ⅵ層は，Ⅶ層を不整合で覆い主に寿都町前面の海域，寿都海脚付近，弁慶岬前面の大陸棚，本目

岬西方沿岸の大陸棚などに分布する。 

本層は，固結した泥岩，砂岩などを含む堆積岩または火山岩類と推定されている。 

本層の年代について，陸域の地層分布との対比から積丹地域の神恵内層11，古平層12および茅沼層
10，黒松内低地帯地域の二股層以下に相当すると推定されることから，古第三紀始新世～新第三紀

後期中新世と推定されている。本調査でも同様の年代としている。 

 

（3）Ⅴ層 

Ⅴ層は，主に寿都半島の西方沿岸の大陸棚および陸棚斜面，幌別山地の北方沖合の大陸棚に分布

する。 

本層は，主にⅥ層以下を不整合で覆うが，Ⅵ層の凹部では一部整合で覆う。本層は半固結または

固結した泥岩，砂岩などを含む堆積岩または火山岩類と推定されている。 

本層の年代について，以下の情報から新第三紀鮮新世～第四紀前期更新世とされている。 

・ 石塚ほか（2000）は，本層が露出している範囲で採取された安山岩溶岩および火砕岩から全

岩K–Ar 年代 4.14±0.08 Ma を報告している。 

 
10 北海道電力（2015）では，古第三紀始新世～新第三紀前期中新世とされている。 
11 北海道電力（2015）では，後期中新世とされている。 
12 北海道電力（2015）では，新第三紀前期中新世～後期中新世とされている。 
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・ 渡辺真人（2000）は，本層が露出している範囲で採取された試料の珪藻化石分析を行い，

Yanagisawa and Akiba (1998)のN. kamtschatica帯の Thalassiosira oestrupii亜帯（NPD7Bb）にお

ける T. temperei初産出層準より上位（5.4～3.9-3.5 Ma）の結果を報告している。 

・ 本山（2000）は，本層が露出している範囲で採取された試料の放散虫化石分析を行い，本山・

丸山（1998）のCycladophora sakaii Zone 下部の結果を報告し，堆積年代を約 3.4～2.7 Maと

推定している。 

本調査でも同様の年代としている。 

 

（4）Ⅳ層 

Ⅳ層は，主に幌別山地北方の大陸棚，寿都湾周辺，寿都半島西方の陸棚斜面に分布する。 

本層は，Ⅴ層の凹部ではⅤ層を整合または不整合で覆い，Ⅵ層以下とは不整合で接する。本層は，

半固結または固結した泥岩，砂岩などを含む堆積岩と推定されている。 

本層の年代について，本層下位のⅤ層上面が，海上保安庁水路部（1979b）における第四系下部更

新統と新第三系鮮新統との境界に対応することから，第四紀前期更新世以降と判断している。本調

査でも同様の年代としている。 

 

（5）Ⅲ層 

Ⅲ層は，主に寿都湾およびその北方沖合，寿都半島北西の陸棚斜面およびその沖合に分布する。 

本層は，Ⅳ層の凹部ではⅣ層をほぼ整合で，凸部では不整合で覆い，Ⅴ層以下とは不整合で接す

る。本層は泥，砂およびその互層を主体とする半固結の堆積物と推定されている。 

本層の年代について，本層は海上保安庁水路部（1995）における第四系中部更新統に概ね対比さ

れ，本層下部は第四系下部～中部更新統の岩内層に対比されることから，第四紀前期～中期更新世

と判断している。本調査でも同様の年代としている。 

 

（6）Ⅱ層 

Ⅱ層は，本海域の大陸棚外縁より沖合に広く分布する。 

本層は，沿岸部ではⅢ層上面の侵食面を不整合で覆い，沖合部ではⅢ層をほぼ整合，一部不整合

で覆い，さらにⅣ層以下とは不整合で接している。本層は，泥，砂およびその互層を主体とする未

固結または半固結の堆積物と推定されている。 

本層の年代について，以下の情報から第四紀後期更新世とされている。 

・ 本層から採取した柱状試料に含まれる 14C 法年代測定値 51,080 y.B.P.以前を示す有孔虫化石

の直下部においてクッタラ第 2 火山灰と同定される火山灰を確認している。 

・ 同様に本層の他地点から採取した柱状試料において 45,000 y.B.P.以前の 14C 法年代測定値が

得られている。 

・ これらの 14C 法年代測定値から本層の堆積速度が推定され，さらに層厚を考慮すると，本層

の基底は第四系中部～上部更新統と推定される。 

・ また，本層より下位のⅢ層が海上保安庁水路部（1995）における第四系中部更新統に概ね対

比されることから，本層は同文献における第四系上部更新統に対比される。 
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本調査でも同様の年代としている。なお，町田・新井（2003）によると，クッタラ第 1 火山灰は

43 ka 以前，クッタラ第３火山灰は 47～51 ka以前である。 

 

（7）Ⅰ層 

Ⅰ層は，本海域における最上位層で，本海域沿岸部沿いの大陸棚に広く分布する。 

本層は，大陸棚に分布しているⅡ層以下の地層上面の侵食面を不整合で覆い，海底面にほぼ平行

に堆積している。また，大陸棚上の水深約 150 m以浅に分布する。本層は，泥および砂を主体とす

る未固結の堆積物と推定されている。 

本層の年代について，第四紀完新世とされている。本調査においても同様の年代としている。 

 

（8）Ⅷ層（貫入岩） 

Ⅷ層は，尻別川西方付近において局所的に分布する。 

本層はⅤ層に貫入関係で接し，無層理パターンを示す。 

 

4.4.3 海域の地質構造 

幌別山地北方海域では，同山地にみられるドーム構造の北方延長部にⅥ～Ⅴ層が分布し（例えば，

図 4.4-5 中の測線 NESW4.5W），これらは陸域の磯谷層に相当する可能性がある。その東側の尻別

川河口延長部に凹地とこれを埋めるⅢ層以上の地層が分布する（例えば，図 4.4-5 中の測線 a）。 

寿都湾では，Ⅳ層以上の地層が堆積し（図 4.4-3 中の測線EW12W および測線NS3W），これらは

朱太川河口部に分布する黒松内層や瀬棚層に相当すると考えられる。 

寿都半島東方海域ではⅥ層が分布し（例えば，図 4.4-5 中の測線 a），寿都半島東部に分布する寿

都層に相当する可能性がある。同半島東岸付近から寿都半島北部に向かっては尾根状にⅥ層が分布

し，中新世あるいは鮮新世の海底火山噴出物である可能性がある。測線NS3W（図 4.4-3）ではⅥ層

の高まりがみられる。寿都半島西方海域では，Ｖ層が分布し（例えば，図 4.4-3 中の測線 EW4A），

寿都半島陸域西部に分布する鮮新統永豊層に相当すると考えられる。 

大陸棚北部では，Ⅵ～Ⅲ層が分布し（例えば，図 4.4-5 中の測線 a），大局的に沖合に向かって若

い地層が分布している。同外縁部ではⅡ層も分布する。 

陸棚斜面から海盆底にかけては，Ⅱ層が広く分布する（例えば，図 4.4-4 中の測線 c）。寿都海脚

周辺では，Ⅵ層およびⅤ層が分布する。  
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表 4.4-1 寿都町周辺海域層序対比表 

北海道電力（2016），海上保安庁水路部（1995）および岡村・佐藤（2023）を参照し，編集して作成。本説

明書および北海道電力（2016）の貫入岩Ⅷ層は省略。地質年代の数値は日本地質学会執行理事会（2023）に

基づく。各文献の地質層序で地質年代が不明確な部分については，文献中の陸域層序との対比などを参考に

加筆して本表に反映している。 
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図 4.4-1 寿都町周辺海域海底地質図 

北海道電力（2015）を参照して作成。探査測線は，北海道電力（2013，2015）のうち地質図作成範囲の解釈図が含まれるものを抜粋。本説明書に断面図を示すものを実線で，それ以外を点線で示す。測線EW12Bは， 

本説明書で断面図を示す測線EW12Wとほぼ同一の測線である。断層および背斜は，北海道電力（2015）において「後期更新世以降の活動を考慮する断層及び褶曲」とされている。Ⅶ層は，地質図作成範囲の海底面には 

分布しないが，海底面下に分布する。Ⅷ層は尻別川河口沖合に小さく分布する。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省），寿都町行政界は「国土数値情報（行政区域データ）」（国土交通省）に基づく。海域

の等深線は日本水路協会発行M7000シリーズに基づき作成（（一財）日本水路協会承認 第2021006号）。  
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図 4.4-2 寿都町周辺海域海底地質断面図（その 1） 

北海道電力（2013，2015）を参照して作成。縦横比を1:1に編集。スケールについては凡例による。  
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図 4.4-3 寿都町周辺海域海底地質断面図（その 2） 

北海道電力（2013，2015）を参照して作成。縦横比を1:1に編集。スケールについては凡例による。  
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図 4.4-4 寿都町周辺海域海底地質断面図（その 3） 

北海道電力（2015）を参照して作成。縦横比を1:1に編集。スケールについては凡例による。  
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図 4.4-5 寿都町周辺海域海底地質断面図（その 4） 

北海道電力（2013，2015）を参照して作成。縦横比を1:1に編集。スケールについては凡例による。 
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第5章 地史 
第 4 章で取りまとめた地形，地質・地質構造に基づき，文献調査対象地区および周辺地域の地史

について考察した。 

 

5.1 文献調査対象地区および周辺地域の地史 

文献調査対象地区および周辺地域の地史を以下に示す。また，推定した古地理図を図 5.1-1 およ

び図 5.1-2 に示す。 

 

① 前期中新世（マス川層堆積期） 

陸上で溶結凝灰岩などからなるマス川層が泊川コンプレックスおよび白亜紀花崗岩類（貫入岩 I）

付近に堆積した。この時期は日本海拡大の時期（中嶋，2018）にあたり，周囲は海域であった。 

 

② 中期中新世（大平川層・チョポシナイ川層・訓縫層堆積期） 

主に以下の 3地域で海底火山活動が生じた。 

泊川コンプレックスの中央から北部を中心に，海底火山噴出物や砂岩・礫岩などからなる大平川

層が水中で噴出・堆積した。 

幌別山地南部では，流紋岩海底火山活動が活発化し，その噴出物などからなるチョポシナイ川層

が堆積した。 

泊川コンプレックス南方では，海底火山活動が活発化し，その噴出物や砂岩・礫岩・凝灰岩など

からなる訓縫層が堆積した。 

 

③ 後期中新世（八雲層・寿都層・磯谷層堆積期） 

狩場山地東部周辺では火山活動が静穏化し，主に泥岩からなる八雲層が堆積した。一方，寿都半

島および幌別山地周辺では，海底火山活動が活発化し，主に安山岩ハイアロクラスタイトおよび溶

岩からなる寿都層および磯谷層が堆積した。幌別山地北部では，磯谷層のうちシルト層が堆積した。 

熱水活動により，寿都鉱床および正荘鉱床が寿都層に，潮路鉱床，永泰鉱床および大金鉱床が磯

谷層に生成された（八幡，2002）。 

 

④ 後期中新世～前期鮮新世（永豊層・黒松内層・磯谷層堆積期） 

幌別山地南部では，花崗岩類（貫入岩 VIII）の貫入に伴い，南部を中心に幌別山地が隆起した可

能性がある。 

寿都半島西部および狩場山地東部で，安山岩海底火山活動が活発化し，これらの噴出物とその周

囲に堆積したシルト層からなる永豊層および黒松内層が堆積した。幌別山地北部では，磯谷層のう

ちシルト層が継続して堆積した。 

 

⑤ 後期鮮新世（ガロ川噴出物層・黒松内層堆積期） 

狩場山地東部において，黒松内岳付近を中心とする安山岩海底火山活動が活発化し，火山円礫岩

などの再堆積物が寿都半島南部に流れ込み，主に海底火山噴出物とそれに伴う二次堆積物からなる

ガロ川噴出物層が堆積した。ガロ川噴出物層が下位層を不整合に覆うことから，⑥に示す北西－南

東方向の軸を持つ褶曲活動は本層堆積前に開始していた可能性がある。また，ガロ川噴出物層は黒
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松内岳付近以西に分布しないことも考え合わせると，この地域は陸化していた可能性がある。 

黒松内低地帯では，主にシルト層からなる黒松内層が継続して堆積した。 

幌別山地東麓から目名川および尻別川流域は，この時期の地層が欠損していることから，陸化し

ていた可能性がある。 

 

⑥ 後期鮮新世（⑤の時期および瀬棚層堆積前） 

月越山脈・狩場山地東部周辺において，北西－南東方向の軸を持つ褶曲活動と陸化が生じた。瀬

棚層以降の地層が現在ほとんど分布しないことから，幌別山地でも陸化が進んだ可能性がある。 

 

⑦ 後期鮮新世～前期更新世（瀬棚層堆積期） 

寿都半島南部および幌別山地東麓や目名川～尻別川付近では，下位層を不整合に覆って主に砂礫

層からなる瀬棚層が堆積した。 

黒松内低地帯では，主にシルト層からなる黒松内層の堆積が継続し，ほかの地域から遅れて瀬棚

層が堆積した。 

賀老山山地および写万部山などで安山岩火山活動が生じた。 

 

⑧ 中期更新世以降（中ノ沢川層・知来川層堆積以降） 

黒松内低地帯中央～南部で陸化が進み，主に陸成層からなる中ノ沢川層および知来川層が堆積し

た。 

黒松内低地断層帯の活動により，丸山丘陵の隆起・傾動や低地帯中央の褶曲構造の形成が生じた。 

最終間氷期になると，洞爺火山を給源とする熱郛軽石流堆積物が堆積した。  
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図 5.1-1 寿都町および周辺地域推定古地理図（その 1）  
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図 5.1-2 寿都町および周辺地域推定古地理図（その 2）  
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第6章 地形，地質・地質構造に係るその他のデータ 
6.1 地球物理学的データ 

第 4 章で取りまとめた地形，地質・地質構造について，地球物理学的データ（重力異常および磁

気異常など）と比較を行い，関連性について考察した。 

 

6.1.1 重力異常 

文献調査対象地区および周辺地域の重力異常図を図 6.1-1 に示す。本図には第 4 章で示した陸域

地質図の概要版，および海域地質図を重ねて表示している。 

狩場山地東部に正の重力異常域が認められ，中生界からなる泊川コンプレックスが分布する。こ

こから東方の黒松内低地帯に向かっては負の重力異常を示す。これは，基礎試錐「黒松内」（石油技

術協会，1993）の結果にも示されるように，新第三紀以降の堆積物が埋積した堆積盆を反映してい

ると考えられる。黒松内低地帯の西縁部付近に，重力異常の急変帯がみられる。 

寿都湾付近では，正の重力異常域が認められる。岡村（1984）の寿都湾を中心とする噴火活動の

指摘や周囲の表層地質情報から推定すると，寿都湾海底下には寿都層や磯谷層に対比される後期中

新生界火砕岩類が分布している可能性がある。 

雷電火山や写万部山の火山地域や幌別山地南部では，正の重力異常域が認められる。これらは中

新世花崗岩類（貫入岩VIII）の分布域と概ね整合的である。 

文献調査対象地区周辺の海域では，概ね東から西に向かって正の重力異常が大きくなる。 
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図 6.1-1 文献調査対象地区および周辺地域の重力異常（ブーゲー異常） 

図中の H および L はそれぞれ相対的な正の重力異常および負の重力異常を示す。等値線の主曲線は 2 mGal，

計曲線は 10 mGal間隔。日本重力データベースDVD版（産業総合技術研究所地質調査総合センター編，2013）

収録のブーゲー異常グリッドデータ（仮定密度：2.67g/cm3）に基づき作成。陸域の地質は図 4.3-1，海域の地

質は図 4.4-1に基づく。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省）に基づく。 
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6.1.2 磁気異常 

文献調査対象地区および周辺地域の磁気異常図を図 6.1-2 に示す。本図には第 4 章で示した陸域

地質図の概要版，および海域地質図を重ねて表示している。 

正の磁気異常域は，火山噴出物が分布する雷電山，写万部山や併せて深成岩体が分布する幌別山

地で認められる。一方，瀬棚層や沖積堆積物などの主に堆積岩類が分布する黒松内低地帯や，主に

頁岩からなる八雲層が分布する狩場山地東部では，負の磁気異常となっている。このように，本地

域における磁気異常の傾向は，表層地質が含有する磁性鉱物量を反映していると考えられる。 

海域では，寿都湾北部に正の磁気異常域が認められる。当該付近の海底にはⅥ層が北北東－南南

西方向に分布し，磁性鉱物を多く含む地層が分布している可能性が高い周囲の陸域地質を考慮する

と，主にハイアロクラスタイトからなる寿都層や磯谷層に相当する地層が分布していると考えられ

る。  
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図 6.1-2 文献調査対象地区および周辺地域の磁気異常（極磁力図） 

図中のHおよび Lはそれぞれ相対的な正の磁気異常および負の磁気異常を示す。等値線の主曲線は20 nT，計

曲線は 100 nT間隔。日本空中磁気データベース（産業総合技術研究所地質調査総合センター，2005）のうち

北海道・東北北部のデータに基づき作成。相対的な正の磁気異常および負の磁気異常を加筆。陸域の地質は図

4.3-1，海域の地質は図 4.4-1 に基づく。海岸線は「国土数値情報（海岸線データ）」（国土交通省）に基づく。 
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6.1.3 電磁探査 

平田ほか（2009）は，文献調査対象地区南方の黒松内低地帯を横切ってMT 法電磁探査を行って

いる（図 6.1-3）。 

本調査の陸域地質図によると，断面南西部の「Pre-Tertiary Sediments」は泊川コンプレックスに対

比されると考えられる。これより北東側の「Middle to Lower Miocene」は，泊川コンプレックスより

上位である訓縫層以上の地層に対比されると推定され，基礎試錐「黒松内」（石油技術協会，1993）

の結果と整合している。 

 

 
図 6.1-3 二次元インバージョンによる比抵抗構造とその位置図（平田ほか，2009） 
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6.1.4 微動アレイ観測 

松島・大島（1989）は，文献調査対象地区南方の黒松内低地帯内において微動アレイ観測を行っ

ている（図 6.1-4）。観測結果と試掘との対比から，「黒松内層の基底面は北から南に行くにつれて

1,100 m から 1,600 m と次第にその深度を増しており，このことは付近の重力探査の結果と調和的で

ある」と述べている。このことは，本調査の陸域推定地質断面図ならびに陸域地質図と矛盾しない。 

 

図 6.1-4 S波速度垂直分布と位置図（松島・大島，1989）  
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第7章 まとめ 
7.1 調査，検討のまとめ 

最終処分法に定められた要件に照らした評価の基礎情報として，地形，地質・地質構造について

以下を取りまとめた。 

・ 地質・地質構造に係る既存情報の概要 

・ ネオテクトニクスの概要 

・ 地形概説 

・ 陸域および海域の地質概説，地質各論，地質構造 

・ 地史 

取りまとめた図表のうち，主なものを以下に示す。②，③については大判の付図として添付して

いる。 

① 文献調査対象地区および周辺地域地質層序表 

② 同陸域の地質図 

③ 同陸域の推定地質断面図 

④ 同海域の地質図 

⑤ 同海域の地質断面図 

⑥ 同推定古地理図 

文献調査対象地区は北海道南西部に位置し，中央の黒松内低地帯およびその東西の山地からなる。 

陸域の地質は，下位より，新第三系の安山岩ハイアロクラスタイトなどを主体とする寿都層，磯

谷層，永豊層，加えて火山円礫岩などを含むガロ川噴出物層，新第三系～第四系の礫岩，砂岩，お

よびシルト岩などを主体とする瀬棚層などからなる。周辺地域を含めて地質構造を俯瞰すると，狩

場山地東部では概ね北西－南東～南北方向の，黒松内低地帯では南北～北北西－南南東方向の褶曲

軸や断層が卓越する。 

海域の地質は，古第三紀始新世とそれ以前の地層と推定されるⅦ層，主に新第三系と推定される

ⅥおよびⅤ層，第四系と推定されるⅣ～Ⅰ層，および貫入岩類のⅧ層からなる。幌別山地北方海域

では，同山地にみられるドーム構造の北方延長部にⅥ～Ⅴ層が，寿都湾では，Ⅳ層以上の地層が，

寿都半島東方海域ではⅥ層が，寿都半島西方海域ではⅤ層が，大陸棚北部では，Ⅵ～Ⅲ層が，陸棚

斜面から海盆底にかけてはⅡ層が分布する。 

今回整理した地形，地質・地質構造に基づいて，文献調査対象地区および周辺地域の地史を考察

した。 

 

7.2 概要調査に向けた考え方 

文献調査においては 1.1.2 で述べたように，既存の文献・データから得られる情報には限界がある

ため，作成できるものに限界があり，不確実性が残る。 

概要調査では，用いる方法として，ボーリング，地表踏査，物理探査，トレンチの掘削（以上，

最終処分法第 2条および同法施行令第 4条）などが想定されている。文献調査と同様に，最終処分

法に定められた要件に照らした評価の基礎情報として地形，地質・地質構造を取りまとめ，さらに，

放射性物質の閉じ込め機能，地下施設の建設可能性の検討などを実施していくことになると考えら
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れ，これらの目的のために，調査が具体化されていく。文献調査で残る不確実性については，上記

の目的の調査のなかでそれぞれの方法の特徴を踏まえて対応していくこととなる。 

なお，概要調査において留意すべき主な点として，地下 300 m 以深の情報の拡充などに加えて，

以下が考えられる。 

・ 本地域に分布する中新世から鮮新世にかけての火山岩類（特に火砕岩や溶岩）は，安山岩か

らなる水中で堆積した火山噴出物が支配的である（4.3.1など）ため，岩石学的な違いが小さ

いことや側方変化が大きいこと，および変質作用を受けている場合があることなどから，地

層の同定や区分に留意する必要がある。 
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添付資料 A 情報を抽出した文献・データのリスト 
 

北海道寿都郡寿都町の文献調査において，地形，地質・地質構造に関する情報を抽出した

文献・データは，以下に示す 303 件であった。 
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